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第一章 緒 言

横隔膜紳 脛撚 除術(或 ハ切断 術〉トハ肺結核症、

氣 管枝櫨 張症、 陳蕗膿胸残膣、其 ノ他種 々 ノ肺

臓疾患 及 ビ吃逆、破 傷風等 ノ場 合二横隔腕静裡

ノ作 用 ラ除去 シテ其 ノ治 寮 ノ目的 ヲ達 スル タメ

ニ頸 部 二於 テ該神経 テ撚 除 又ハ切断 スル手術 ナ

リ.初 メニ20年 前K6rn/StUrtz(1911)ガ

家 兎 二就 キテ横 隔摸紳 脛切除 ノ實験 テナ シ人膿

二就 キ テモ肺疾 患 二封 シ特 二肺結 核症 ノ際胸膣

内癒 著多 クシテ人 工氣胸(1882Forlaniniノ 創

始)ノ 不能 ノ場合屡 気アル 故斯 ル際 二 人 工的横

隔膜 麻癖 ノ有数 ナル 事 ヲ爽 表 セリ。 翌1咀2A

BardenhauerガStUrtzノ 提 言 二從 ヒ初 メテ

氣管枝籏張症 ノ患 者 二該 手術 テ施 行 セ リ。 當時

Sauerbruchモ 亦StUrtz二 無 關係 二肺結核 症

二封 シ胸廓成形 術 テ施 行 スル際 二主要病 竈部 二

封 シテ ノミ胸廓 テ機械的 二縮小 λル モ充 分治療

目的 ラ達 スル事 テ得 ズ月.ツ亦 上肺 菓病竈 ヨ リノ

結核感染 テ防止 スルタ メニモ肺下葉 ノ安静 ノ必

要 ニ シテ人 工的t黄隔膜 庶痺 ニ ヨリ比 目的 テ達 セ

ラルベ シト登表 セ リ。次 イデ1913Schepelmann

ハ動 物實験 ニ ヨリ横 隔膜庶 醇 ノ肺 下葉 ノ ミナ ラ

ズ肺 尖部 ニモ影響ス ル テ知 リー 側性初 明結 核 二

有数 ナルテ巖表 スルニ至 リHellin(1913),Carl

(1914)其 ノ他諸學 者 ノ相次 イデ研究 スル所 トナ
ヘ

レリ。乍然必 ズ シモ横隔膜神脛切断術 ニ ヨリテ

其手術的殻果即 チ横 隔膜 ノ麻癖 ノ完 全 テ期 シ得

ラレザ リシタ メー時横隔膜紳経切 除術 ノ手 術赦

果 ノ疑 ハル ・所 トナ リシガFelix(1922},Ruhe-

mann(1921),Goetze(1925)等 出 ヅル ニ及 ビ該

神脛 ノ詳細 ナル解剖 學的研 究 サナ シ横隔膜紳 裡

本幹以外 二副根 ノ存在 テ知 リ之 テモ併 セ切 除 ス

ル方法帥横隔膜神 脛撚除術(Phrenicusexairese
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nachFelix)及 根 本的切断 術(RadicalePhreni-

cotomienachGoetze/ノ 登 表 セ ラル ・ヤ手術

的敷果 ノ完全 テ期 シ得 ラル ・二至 リ廣 クー般 二

普 及施 術セ ラ レ今 日二及 ベ リ。

而 シテ横隔膜紳締撚除術或 ハ切断術 ノ治療 目

的 ハ主 トシテー般 ノ炎症 二封 スル治療方針 タル

局部 ノ安静 テ計 リ以 テ其 ノ治療 ノ目的 テ達 セ ン

トスル ノ主針 二外 ナ ラザルナ リ。例 ヘバ關節結

核 二於 ケ ル局所安静治療 ノ有数 ナルハ何人 ト錐

モ之 テ否定 ビザル所 ニ シテ肺結核 症 二封 シテモ

亦之 レト同様 ノ關係 ノ存 スルハ想像 セ ラル ・所

ナ リ。 局所 ノ安静即 チ横 隔膜 麻癖 ニ ヨリ呼吸時

肺臓 ノ安静IFunktionelleAusschaltung)テ 計

ル ト同時 二 横 隔膜 墾上 一 ヨ リ、 肺 病竈 ノ歴縮

(Kompression)及 ビ淋巴璽∬皿〔Lympstase)ニ ヨ

リ結締1職堀r殖(Bindegewebesproliferation)テ

計 リテ治療 ノ目的 号達 セ ン ト人ルモ ノナ リ。而

シテ是等 ノ11的 ヲ達 スル爲 メニ肺結核 ノ外科的

治療法 トシテ現 今施 行 セ ラル ・ハ横隔膜示申脛撚

除或 ハ切断術Phrenicusexaireseod.Phreni-

cotomie以 外 一人工氣胸術KUnstlichePneu-

mothorax,胸 腔 内癒著焼 灼術Thorakokaustik,

胸 廓 成形 術Thorakoplastik,油 胸 術Oleotho-

rax,肺 臓 剥離術Pneumolyse,充 填 術Plo-

mbierung及 ビ 肺静脈 或 ハ 動脈結紮術Unte-

rbindungderVenaoderArteriapulmonaris

等 ア リ。

醗 ツテ人 工的横 隔膜庶癖 ノ肺結核症 二i封スル適

鷹指定 ヲ観 ルニStUrtz,Sauerbruch等 初 メテ

本 手術 ノ{三トシテ肺下葉 ノ病竈治療及感染豫防

二有敷 ナル ヲ設 キ シガSchepelmannハ 全肺葉

二手術影響 ノ及 ボ ス事 テ實験的 二謹明 セ リ。其

ノ後 本手 術 ノ肺結 核 二封 スル臨躰的意義 二關 シ

テハ諸家 ノ設 ク所 實 二多1・一定 セザルモ概略次

ノ2通 リニ考 ヘ ラレタ リ。

即 チー ハ胸脇 内縮小 治療 トシテ濁立的意義 テ有

スル トナ論 ニ シテ、他 ハ人 工氣胸或 ハ胸 廓或形

術 等 ノ補助的手術或 ハ診断 ノ意 味 ノ試験 的手 術

トシテ 償値 ガアル トナスナ リ。 後 者即チ 豫備

的、 補助 的手術 トシテ 償値 テ 有 ス トノ設 ハ、

Sauerbruch及 ビ其 ノ門下 ノ論 ク所 ニ シテ、 即

チSauerbruchノ ・該 手術 ノ濁立 的意義 ヲ有 ス

ル場合 ハ極 メテ稀 レー シテ 多ク ノ場 合 ノ、之 ノミ

ーヨ リテ肺結核 ノ治癒 テ期 スル事 ハ難 ク、胸廓

成形術 等他 ノ手術 ノ豫備 的或 ハ補 助的意味 二於

テ有意義 ナ リト設 キ、Sauerbruchノ 門人 ノ

Brunner(1924)及Felix(19・2e5)等 多 撒 ノ臨躰例

テ墾 ゲテ此 ノ読 テ支持 セ リ。然 ルニ是 二封 シ佛

蘭 西及伊 太利 ニ テ前者 ノ説 テ支持 ス ルモ ノア リ

(Curti,Viscontini,Bottacin等)、 濁逸 二於 テ

モ亦 多 クノ學者(Goetze,Thomson,Landgraf.

Piggen,Bacmeister等)・ ・臨躰例 二就 キ

テ本手術 ノ濁立的意義 ラ有 スル事 テ主張 セリ。

而 シテ掲立 的適 慮 トシテモ從來 バー側 性肺下葉

二限 局 セル病竈 二封 シ有数 ナ リ トセ ラ レ從 ツテ

ー側 肺下葉 ノ結核 性室洞叉 ハ氣管枝振張 症 ガ唯

一 ノ適磨 トセ ラレシガ最近 ハ此 ノ手術 赦果 ノ及

ブ範園 ガ、蝕程旗大 セ ラ レテ認 メ ラル ・二至 レ

リ。印肺 下葉 二封 シテ ノミナ ラズ肺 ノ何 レノ部

分 ニモ手術 的赦 果 ノ及 ブモ ノナル事 ガー般 二認

メ ラレ且'ソ反封 側 ノ結核症 モ進行性滲 出性 ナ ラ

ザ ル際 ハ施 行 セラル ・二至 レリ。患側 ノ横 隔膜

瀞経撚除 ニ ヨリテハ反封側 ハ大 シテ影響 テ蒙 ラ

ズ トナス者 モ多 ク或 ハ寧 ロ血流 ノ攣 化 ニ ヨリ反

封側 二良好 ナル結果 テ來 ス事 ア リ トサへ言 フモ

ノア リテ濁立 的適 癒 ハ大 二積大 シ現 今ハ人工氣

胸療法 ト共 二肺結核 外科的治療 トシテ訣 クベカ

ラザル モ ノ トナ レリ。而 シテ人 工氣胸等他 ノ外

科的治療 二封 スル償値評 贋モ種 々 ニ シテ人 工氣

胸 二及 バズ トナス者 アルニ封 シ(DUnner,Me-

cklenberg,Freund等)人 工氣胸 二優 ル トナス

モ ノ(Wirtb,v.Janski等)或 ハ 胸廓成形 術 二

劣 ラズ トナスモ ノ(Gergely等)ア リテ、其 ノ設'

ク所一定 セズ。斯 ク ノ如 ク横 隔膜紳 経撚除 術 ノ

適慮 二關 シテハ今 日爾諸家 ニ ヨリ其 ノ見解 テ異

一 シ早計 二断 ズベ キモ ノーア ラズ シテ今後 ノ多

撒 ノ臨躰的研究 テ待 ツテ解決 スベキモ ノナ リ。

余 ノ経験 ニ ヨル ト掲立 的或 ハ補助 的 ト其 ノ適 癒
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ラ決 スベキモ ノニ アラズ シテ雨者夫 々 ノ適慮 ノ

存 ス可 キモ ノト思 ハル。而 シテ掲立 的適慮 トシ

テハー側性一葉性肺結核特 二増殖 性 ノ揚合、或

バー側性 ニ シテ財膜癒著 アリテ人 工氣胸 ノ成功

セザル場合及雨側 性肺結核 ノ比較的重症側 二於

テ人工氣胸 ノ成 功 セズ反封側 ノ進行性 ナ ラザル

場 合等 ニ シテ、補助的、試験的適癒 トシテハ人

工氣 胸 ノ肋膜癒著 ノタメ肺萎縮 ノ不充分 ナル場

合及 ビ人 工氣胸 ノ長期治療 二堪 ヘザル場 合 ニ シ

テ且'ソ人 工氣胸 或 ハ胸 廓成形術 ノ可能 ノ場合 二

於 テモ本手術 ラ併施 セバ治療数果 ラ糟 ス事 テ得

ラル ト信 ズルモ ノナ リ。

手術方法 二就 キテ・・翫 二Felix,Ruhemann,

Goetze等 出 デ横 隔膜紳経 ノ経 過 二 ・ソキ詳細 ナ

ル解剖學 的検索 子ナ シ軍純 ナ神経切断術 ガ撚 除

又 ハ根 本的切断術 二改良 セラル ・二至 リ手術 的

数果 ノ完全 ラ期 シ得 ラル ・二至 レリ。 然乍横隔

膜紳経 ノ頸部経過 二就 キテ・・斯 ク詳細 ナル解剖

學的検索 ア リト錐 モ横 隔膜 神経 作用除 去 ノ完全

力否 カニ最 モ 緊密 ナル 關係 テ有 ス・レ所 ノ所謂

Nebenphrenicusノ 存 在 ノ頻度 二就 テハ各報 告

ガ未 ダ必 ズ シモー致 シテヰル トハ思 ハ レヌ、術

・且 ツ紳経本幹 ノ位置及 ピ太 サ ノ相違 ニ ヨル神経

副根 ノ存在 スル割合拉 ビニ撚除 中途 二於 ケル紳

経 ノ離断 二就 キテハ詳 細 ナル報 告テ知 ラズ。弦

二於 テ余ハ當高橋 外科教室 二於 テ河合助教 授指

導 ノ下r.協 同研究 ラナ シ屍禮1s例 及 ビ 手術 例

77例 二就 キテ詳細 ナル解剖學的検索 テナセ リ。

是等 解剖學的検索成績 二就 キテ・・既 二昭和6年

結核病総會及 ビ昭和8年 外科學総會 二於 デ獲表

セル所 ニ シテ(千 葉 署學會 雑誌 第9雀 第11號 、

第11巻 第7號)再 ビ叢表 スルハ 重複 ノ嫌 ア レ ド

余 ・・余 ノ経験蚊 二諸家 ノ文献 ヨリ横 隔膜示1脛撚

除術 ノ實施 二當 リ手術方法及 ビ手術 二封 スル種

々 ノ注意 スベキ事項 テ列記 セ ン トスルモ ノ_シ

テ手術施行 者 ノ参 考 ノー部 トナ レバ幸 ナ リ ト思

フモ ノ十 リ
o

第二章 手術方法

横隔膜紳経撚除術或 ハ切断術 ノ肺 結核 症 二封 ス

ル治療 目的及 ビ適慮指定 ハ前章 二於 テ述 ベ タル

ガ如 シ。 印 チ横隔膜 ノ作用 テ除去 シ肺臓 ノ呼吸

時安 静 テ得 同時 二横 隔膜基上 二依 リ肺 ノ萎縮 及

ビ淋 巴液鯵血 一 ヨリ肺臓 内結締織 ノ増殖 テ計 リ

以 テ結核 病籠治療機 轄 テ促進 セ ン トスルモ ノナ

リ、而 シテ横 隔膜紳経 ノ作用除去 二種 々 ノ方法

アリ。 自Dチ、 紳経破石卒術Nervenquetscbung

(Friedlich).氷 結 法Vereisung(Kirschner,

Goetze,Perthes),「 アル コール」麻酔 法Alko-

holisierung(Rossic.)及 ビ切除法Ausschaltung

等 ア レ ド前三者 ハ 神維麻癖 ノ持績 時間短 ク(長

クテ4週 及至5月)且 ツ 副根 ノ作 用除去 モ 不完

全 ナルタメ肺結核治療 ニハ專 ラ後者 即 チ切 除法

ガ用 ヒラ ル。而 シテ切除法 モ古 クノ・軍純 性切断

術 ナ リシガ其 ノ後解剖學 的研究進 ミ帥経 本幹 ト

同時 二副根 ノ作用除去 ノ必要 ヨリ撚除術Phre-

nicusenairere(Felix)及 根 本的切 断術Radicale

Phrenicotomie(Goetze)二 改 良 セラル ・二至 レ

リ、而 シテ今 日三般 二普 及施 術 セ ラル ・ハ撚除

術 ナ レバ之 二就 キテ述 ベ ン トス。

前虞置

手術前患者 ノ塵 置 トシテAlexanderハ 術 前 「モ

ル フ・ン」注射 ヲ行 ヒ、Thomson・ ・特 二元巾経質

ノ人 二術 前1時 間 二「モルフ1ン ・スコボ ラ ミン」

1c・c・テ注射 ス ト云 フモ余 ハ多 ク ノ場合何等 ノ前

虎置 テナサ ズ。

患者 ノ髄位

Strativskijハ 輕 度 ノ骨盤高墾 テ取 ラ シムルモ

多 クハ牛坐位 ニテ施 行 ス、余 モ亦 牛坐位 二於 テ

手術 ス。帥 チ腰部 テ最低 二置 キ上罷 ハ高 位二置

キ頭部 ハ手術皇縁 ヨリ多少出 シテ充 分後屈 セ シ

メ顔面 テ非術 側 二向 ケ シム
。 且術 側 ノ肩朋 部 ハ

可 及的沈下 セ シメ術 側 ノ手 ハ下方 二索 引固定 シ

胸鎖乳頭筋 テ充分 緊張 セ シムル 艦位 子 トラシ

ム・斯 位置即患者 テ背位 二頭部 テ降位 二置 ク事
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ハ手術 テ容 易ニスル ノ ミナ ラバ栓塞形成 テ防 グ

意味 二於 テモ必要 ナ リ。

滑毒及麻醇

頭部 ハ繍 ・階ラ巻 クカ或 ハ手術帽 テ用 ヒテ手術野

ガ頭髪 ニ ヨリ汚磯 セラル ・テ防 ギ皮膚lll爵 パ グ

ロ シヒ氏法 テ用 フ.消 毒部分 ハ充 分廣範 ナルテ

便 トス。

鳳醇 ハ局所 麻辞 ニ ヨル。 即 「ア ドレナ リン」加2

%「 ノボカ イン」溶液 ノ少量 テ鎖 骨 ヒ窩 二用 フル

者 ト196-{)・5%ノ モ ノテ10-20αc用 フル者

(Fiber,Goetze等)ト ア リ.余 ハ0.5-1%ノ

溶 液3-5c.c.テ 切 開部 ノ皮 下 二注射 ス。 筒頸 紳

経 叢 ノ皮下枝(N.cutaneuscolli及 ビNn.

Supraclavicularis)川 旬鎖 乳頭筋後縁下 二 現 レ

ル部 位 二約3-5qc/1%溶 液 テ注均寸ス。 術又

根 本的 切除術 ラ行 フ際 ハ更 二横 隔膜紳 巡及上膳

紳 脛叢 ノ上根 一=少量(約1c℃)テ 注射 ス。

皮膚切 開

Stuertzガ 本 手術 テ施 行 セ シバ胸鎖乳 頭筋後縁

∴沿 ヒテ切開 セ リ。其 レ以來圖 二示 スガ如 ク種

々ノ方法 ガ行バ レルニ至 リタ リ ト錐 モ斜 切開 ト

横切開 トニ大別 シ得 ベ シ。

斜切開 一一・一ハ 前述 セル如 クStuertzノ 胸鎖孚L頭

筋後縁 二沿 ヒテ切 開 スル方 法 ガ最 モ多 ク施行 セ

ラ レ且 ツ手術 操作簡 軍 ノ便 アリ、其 ノ他Goetze

ノ・氏 ノ根 本的切断 術 テ行 フニ際 シ胸鎖 乳頭筋後

縁 ノ中央 ヨ リ鎮 骨上縁 中央 二向 ツテ下降 スル切

開 テナ シ、Kutamanott・ ・更 二切開 テ鎮骨 上縁

一二沿 ヒテ延バ シ辮 状切開 テナスラ便 ナ リ ト読 ケ

リ。 是等斜 切開 二於 テハ手術 ハ容易 ニ シテ術者

二都合宜 キモ術 後搬痕其 ノ横脛 テ檜大 シ著 明 ト

ナ ルタ メウこ容 テ よ員冬ル ノ缶央黒占アルラマ ヌカ レ

ズ。

横 切開 ハ鎖骨上縁或 ハ撒横 指上部 二於 テ鎖骨 二

沿 ヒテ切 開 テ行 フモ ノー一シテ該 方法 ンヨ ル手術

特 二根本的切噺術 ノ難 易二就 テハ多少 ノ不利 子

認 ム ・レモ美容上 一一・bハ僅 カニ鐡髪様痕跡 テ1ヒムル

ニ過 ギザ ル ノ利 アリ。

雨者 ノ選揮 二就 テハriト シテ斜切開 テ用 フルモ

ノ(Kutamanott,Goetze等),主 ト シテ横 切開

二依 ルモ ノ(Thomson,0'Brien,Pizagga!i等)

或 ハ男 予二於 テハ斜 切開、女 子 二於 テハ横 切開

デ施 スモ ノ(Lobmayer等)ソ ノ意 見テ異 ニス

ルモ余 ハ毎常横切開 ラ行 ヒテ蝕 リ不 便 テ感 ゼズ

余 ノ用 ヒルケ法 ハ胸鎖 乳頭筋 後縁 中央 ト鎖 骨上

縁 中央 トラ結 ブ線 ノ 中央 帥鎖骨 上縁 ヨリ2.5-

3cmノ 高 サー於 テ 該 筋 ノ後縁 テ中心 トシテ約

2-3cmノ 長 サノ皮膚 切開 テナ ス。 此 ノ切開 ハ

通常横隔膜示巾纒 ガ前斜角筋 前面 中央部 テ上外 方

ヨ リ内下 方二斜 走 スル位 置二該 當 シ且 ツ∬吐管等

ノ損 傷 テ避 クルニ最 モ便 ナ リ。

第1圖

d.UsualincisionkStuertz)

b.RadicalPhrenicotomy(Goetze)

t:.P)(Kutamanott)

d.Usualincision.

e.Phrenicusexaivere(Kawana)

稗 経 捻除

皮膚 切開 後澗頸 務及淺 在性 筋膜 テ切 開 シ胸鎖乳

頭筋 テ外縁 二於 テ充 分剥 離 シテ之 ラ鉤 ラ以 テ内

側 二其 ノ下 二前斜 角筋 ラ指燭 シ得 ル迄引 ク。 コ

ノ際外頸 俘脈 ハ多 クノ場 合鉤 ニ ヨリ外側或 ハ内

側 二引 ク事 一ヨ リ其 ノ損 傷 テ避 ケ得 ラ レ結紮 切

断 テ要 スル場合 ハ極 ク稀 レナ リ.前 科角筋 上 ノ

脂肪 被膜 ハ血 管損 傷 テ避 クル タメ鈍的 ニ コ レテ

剥 離 ス、而 シテ前斜 角筋筋膜 二達 ス。 此 ノ筋膜

下 二於 テ前斜 角筋 上略 丸中央 二於 テ容 易二外 上

方 ヨリ内下方 二斜走 セル白色 テ呈 セル横偏 膜紳
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経 ノ本幹 ラ見出 シ得。該位置 二於 テ神経 幹 ラ見

出 スコ ト困難 ナル場 合ハ剃1経 硝 笏膜 下 二深 ク埋

浸 セルカ或 ハ、紳 脛 ノ経 過 ガ異常 ナ ル場 合等 ナ

リ。(前 者 ノ場合 ニハ 筋膜 子鈍的 一一分離 シテ操

索 スベ ク後 者 ノ場 合 二於 テハ)後 述(第 三1;勤 ス

ル所 ノ横隔膜神 脛 ト【r皿管及他 ノ紳畿 トノ局所的

關係 及横隔膜紳 脛自身 ノ異常経過 即 内側或 ハ外

側車專位 ニ ヨルモ ノナ レバ是等 ノ諸黒占二留意 シテ

探 求 スルニ毎常 コ レテ見出 シ得 ベ シ。

斯 クシテ探索 セ シ神 脛 ハ之 テ筋膜 ヨリ充 分二剥

離 シ起始部 二近 ク切断 ス。次 イヂ紳 脛末 瑞 テ鉗

子ニテ把持 シ(此 ノ鉗 子ハ 余 ハ 特別 ノ縦 二溝 ラ

有 スル有頭状 ノモ ノテ用 フ)コ レニ 神 脛 テ巻 キ

ツケナガ ラ徐 々二抜出 ス。 此 ノ際紳脛 テ周圃 ノ

組織 ヨ リ充分剥 離 シナガ ラ且 ツ 副根 アラバ(第

四章後述)之 テ 切断 シツ ・呼吸 二從 ツテ 抜出 テ

績行 スル時ハ容 易二神脛全長 ラ捻 除 シ得 ラル。

若 シ胸腔 内癒 著 ノタメ抜 出困難 ナル時 ハ可及 的

抜引塞上 シ10cm以 上 自ロチ後1重(第 五章1ス ル所

ノ第五頸 推紳 副根 トノ連合鮎 以下 ノ部 迄達 シタ

ル場合・・其 ノ末瑞 テ鋏断 ス、若 シ10Cm以 下 二

於 テ切断 サ レシ場合 ハGoetzeノ 根4・的 切断術

ノ方法 二從 ヒ頸紳鰹叢 二於 テ 副根 テ探索 シ(第

四i;勤 コ レテ同時二 切除 スルテ例 トス、 斯 ク シ

テ捻除後 出血其 ノ他 ノ損傷 ノ有無 テ検 シ脂 肪組

織或 ハ筋膜縫合 ラナ シー次的 二皮膚縫 合 子ナ シ

術 テ終 ル。 「ノ際Catgut或 ・・絹綜 ノ埋 浸縫合

テナセバ美容上更 二可 ナ リ。通常 第 汚日目 二抜

綜 テナス。

第三章 横隔膜示申経本幹ノ頸部経過

第一節 横隔膜神経 ノ起始
`

横 隔膜元幡1ハRauber-Kopsch一 ヨ レバ第四頸

椎帥経qVlヨ リ起 ルモ ノ ー シテ是 二C皿 或 ハ

CVヨ リ小根 テ受 クル1・記載 セラ レテヰル。 即

チ横 隔膜神経 ハ多 ク ノ場合CIVヨ リ起始 スル事

テ知 ルベキモ爾 他 ノ頸椎紳脛 ヨリ紳 脛木艮テ受 ク

ルモ ノナ リ.而 シテ余 ノ剖 見例18例 二就 キテ

頸 唯神鰹 ヨリ起始 スル総 テノ紳経根 テ総括 シテ

見 ルニ

C皿 根1例

CIV根20例(2例 ハ2根 テ有 ス)

CV根13例

ニ シテ直接頸 椎紳経 ヨ リ起始 スル示巾経根 ノ嶽 ヨ

リ見 ル トー般 二認 メ ラル ・如 クCIVヨ リノモ ノ

ガ大 多数 デアル事 テ知 リ得 ベ ク、術CIV以 外 二

C皿 及 ビCVヨ リ紳経 根 テ受 クル事 モ亦屡 、アル

事 テ知 ラルベ シ。而 シテC皿,CIV,CV以 外 ノ頸 椎

紳脛 ヨ リノ紳経根 テ受 クル事 ガ アルヤ否 ヤニ就

キテハ議論 ノ存 スル所 ニシテWillyFelixノ 集

ノタ文献 ノ統計的観察 ニヨル1・KrauseハThI,

HirschfeldundLeveill6ハCI、C皿,CVI,v.

G6tznitzハCVI,CV皿,WillyFelixハCV皿,

Thl,及 ビFuchusハCVI-CV皿.ノ 示巾,;蓮根 テ報

告 シテヰルガ然 シFelix・ ・胎見、Fuchs及 ビ

G6tznitzハ 動 物 實験 成績 デ アル。 動物 ニテハ

A.H.Turner及RuhemannモCVI及 其 以

下 ノ根 テ報告 シテヰル。斯 ク動物 二於 テハC▽1

以 下 ノ瀞経根 ノ存在 テ報 告セルモ ノアルモ人膣

二就 キテハ甚ダ稀 レニ シテGoetze ,Yano及 余

等 モ亦之 テ剖見 シ得ザ リキ。 從 ツテCVI以 下 ノ

直接起始 ハ動物 二於 テハ時 二遭遇 スル異常例 ト

認 メル コ トガ出來 ルガ人艦 二於 テハモ シ=存在ス

ル トシテモ甚 ダ稀 有 ノモ ノナ ラン ト考察 スル。

要 スルニ横隔膜紳 謹ハ通常第 皿乃 至第V頸 椎紳

経 ヨリ起始 スルモ ノニ シテ第IV根 ガ最 モ多 シ

ト見 ル事 ガ出來 ル。

而 シテ是等C皿 一CVヨ リ直接起始 スル紳経根 ノ

内横 隔膜帥 脛本幹 テナ ス根 ハ何 レノ根 ナ リヤ ノ

關係 ラ余 ノ實験例 二就 キ テ見ル ニ次 ノ如 シ。

音ij見{列18例 二方奏テ

C皿 ヨリ起 始 セルモ ノ1を 列

CIVヨ リ起始 セルモ ノ15例

CIVトCVト ヨ リ起始 ガ同 ジ



78 川名=人 工的横隔膜麻癖術 【第12巻

」.〈サ ノモ ノ1例

CVヨ リ起始 セルモ ノ1例

臨残木例47を 列二方杢テハ

C皿 及CIVヨ リ同 ジ太 サ ノモ ノ1例

CIVヨ リ起始 セルモ ノ3S例

CIVトCVト ヨ リ同 ジ太 サ ノモ ノ1例

CVヨ リ起始 セルモ ノ7例

即 チ績 隔膜神脛 本幹 ノ起始 ・・CmトCvト ノ間

ラ移動 スルモ ノニ シテ殆 ンド大 多数 ノ場 合 二於

テCIV根 ガ本幹 ラナ スモ ノナ リ。稀 レニハCll,

IV,V.ノ 内2根 ガ同 ジ太 サ ノ根 ラ以 テ起始 シ本

幹 テ形 成 スル事 アリ。要 スルニ横隔膜神 脛 ノ頸

椎神 脛 ヨリノ直接起 始 ノ紳 脛根 二就 キテ絡括 ス

ル ニ績 隔膜紳 脛 ハC皿 乃 至CVヨ リ起始 スルモ

ノナ リ。 而 シテ木幹 テ形 成 スル紳 脛根 ハ大多撒

二於 テCIV根 一・一シテ時 ト シテC皿 或 ハCVヨ リ本

幹 ノ起始 スル事 アリ。

第 二節 前斜角 筋 二『封 スノレ位 置

横隔膜 示串脛 ハ頸 部二於 テハ頸 椎神 脛 ヨリ起始 シ

前斜 角筋 ノ前面 ラ外上方 ヨリ内下方 二斜 二走行

スルモ ノデ アル ヵラ手術 二際 シ前斜角筋 上デ之

テ見出 ス事 ・・非常 二簡 輩 ナ事 デアル。然 ルニ充

分 注意 セシニ拘 ラズ之 テ手術野 中二見 出 シ得 ナ

カツタ リ(WillyFelix)、 或 ハ迷走紳}ζll又ハ交 感

帥脛 節状 索 ト過 ツテ之テ切断 セル報 吉(Brunner)

等 ア リ。 即 チ稀 レデハ アルガ横 隔膜 神脛 本幹 ガ

頸 部 二於 テ異 常 ノ経 過 テ トル事 ガ アル タメ手術

二際 シ見出 シ得 ナカ ツタ リ或 ハ他 ノ紳 謹 ト見過

ル事 ガ アリ得 ルモ ノナ リ。斯 ル危瞼 テ防 グ タメ

ニ横隔膜神経 ノ前斜 角筋 二封 スル位置 一 ツキ局

所 解剖學 的研 索 テナ シタル所 テ述 ベ ンニ先ヅ臨

沐例56例 二就 キテハ

ナ リ

jE常 位

内側韓位

外側助位

1完全外側轄位

1不完 翁外側轄位

37{ダ 囁(66.1%)

10例(17.8%)

s例(16.1%)

79il(12.5%1

2例(3.(;%)

(1)正 常 位

横 隔膜御経 本幹 ハ上述 セル如 ク外 上方 ヨリ内下

方 二前斜 角筋前 面 テ斜走 スルモ ノー シテ通 常鎖

骨 上縁上約2.5cmノ 所 二於 テ 前斜 角筋前面 中

央 ラ該 筋長軸 卜約200Cノ 角 テナ シ斜 走 スルモ

ノニ シテ斯 ル 正常位 ノモ ノガ最 大 多数 烈{1{3.1

%)占 ム。 即 チ手術 二際 シ手 術野 中央 二於 テ該

瀞経 ノ経 過 スル場合 ガ多キ事 テ示 スモ ノニ シテ

斯 ル場合 ハ紳経 探索 ハ容 易 ナ リ。

(2)内 側 轄位

Ruhemannノ 報 告 セルモ ノー シテ余 ハ51;例 中

10例 ノ多 キラ見 タリn而 シテ是等 内側轄 位 ノ高

度 ナル場合 ハ迷 走祠脛 ト過 ラル ・危瞼 ガアル。

又第五頸 唯紳 脛長根 ガ正常位 ノ経 過 テ トリタメ

ニ本 幹 ノ内側轄 位 テ トリテ手術野 二於 テ見出 シ

難 キ事 アリ。斯 ル場 合 ラ1例 経 験 セ シガ第五頸

椎紳 脛長根 ガ本幹 ト過 ラレ、 是 テ撚 除 セ ン トス

ル時 二本幹 ハ之 ヨリ太 キ タイ中途離断 シ撚 余 ノ

不成功 二終 ル恐 レガアル故 注意 スベキ事 ナ リ。

(3)外f則 轄位。

横隔膜神 脛本幹 ガ正常位 二兄出 サ レズ、前斜 角

筋 ノ外縁或 ハ 全 ク外 側 二 轄位 ス ・レ事 ガ アル。

Walspamガ 斯 ル例3例 テ報 告 シ、即 チCIVヨ

リ起始 シCVト 短根 テ以 テ連合 シ前斜 角筋 ノ外

縁 二沿 ヒテ下行 シ鎖骨下静脈 ト内頸 輝脈 トノ交

鮎 ノ後方 二於 テ前斜 角筋 ノ鎖 骨附 著部 ノ前面 テ

横 走 セルモ ノデ アル。Goetzeハ 第 五頸 椎神経

長根 ガー部 分前斜 角筋 下 二埋 浸 サ レテヰル1例

及前斜角筋 ノ遙 力外 側 二轄位 セル1例 テ報 告 シ

斯 ル場 合ハCVテ 其 ノ全 長 二亙 ツテ露 出7・ ルニ

非 ラザ レバ之 テ見出 スコ トガ困難 デ ア リ又、長

胸神脛 ト過 リ得 ルモ ノデ 〆ル ト述 べ テヰ ル。

PlenkA・undR・C.Matsonモ 亦 斯 ・レ3例 テ

報 告 シテヰル。

余 モ亦斯 ル 外側轄位 例 テ 剖見例]s例 中1例 、

臨沐例56例 中7例 テ経験 セ リ。即 チC皿 ヨ リ起

始 シ前斜 角筋外 側 テ下行 シCVト 短根 テ以 テ連

合 シソレヨリ直 チニ前斜 角筋前面 テ斜 走 シ或 ハ

少 シ ノ距離 ノ間(余 ノ最長例 ハ2cm)、CVト 共
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二而 シテ後横 行 シ胸腔 内 二入ル モ ノナ リ。斯 ル

場 合 ハCVテ 充 分 二探索 スルニ アラザ レバ横隔

膜紳 脛 テ見出 ス事 困難 ナ リ。

叙 上本幹 ノ経過異 常 二就 キテ其 ノ頻度 テ見 ルニ

RuhemannガCassali,Goetze,Ruhemannノ

検 査成績 ヲ総 括 セル所 ニ ヨル ト117例 中r)例 ト

ナル。 余 モ 亦解 剖例18例 中完全外側轄位1例

テ兄 タルニ過 ギズ、而 シテ醐 木例 二於 テモ内1則

轄 位10例 テ見 タルモ 完全 内側 縛位1例 テモ 見

ズ。完全外側轄位7例(12.5%1ノ 多 キ子見 タリ

ト錐 モ多 ク ノ場 合CVト 連合 シテ後 直 チニ前斜

角筋前面 テ斜走 スルモ ノニ シテ鎮骨 附著部 前面

ヲ横 行 スル ハ2例 二過 ギズ。從 ツテ木幹 ノ高度

ノ異常経過 ハ ソウ屡 支遭 遇 スル モ ノニ非 ラザ レ

ド極 ク稀 レニハ アル モ ノナ レバ斯 ル場 合 二該神

経 テ見出 シ得 ナカツタ リ又他 ノ神経 ト間違ヘ タ

リスル危瞼 ノアル事 ハ注意 スベ キ事 ナ リ。余 ハ

斯 ル場合、即 チ正常位 二見出 シ得ザル際 ハ先 ヅ

CIVヨ リCV1間 テ 前斜角筋 ノ外縁或 ハ外 側 二

於 テ之 テ探索 シ多 ク ノ場合CV二 於 テ之 ト連合

シテ走 ル棋隔膜神経 テ見出 ス事 テ得 タリ、 尚ホ

斯 クシテ見出 シ得 ザル時 ハCVノ 経過 二沿 ヒテ

之 テ探索 スル ガ或 ハ前斜 角筋 ノ内側 二於 テCiv

及鎖 骨附著 部位 間 二於 テ之 テ探索 スル事 ニヨ リ

毎常 目的 テ達 シ得 タリ。

第三節 上行頸動脈 二樹 スノレ關係

上行頸 動脈A.cervicalisascendens・ ・横隔膜

,神経撚 除術 二際 シテ、手 術野中 二現 レル血管 中

最 モ、経過 ノー定 セルモ ノトサ レテヰル。通 常

Truncusthyreo-cervicalisヨ リ分 岐 シテ横隔

膜神経 ト前斜角筋 内縁 トノ間 ラ横 隔膜紳罷 ト併

行 シテ上行 スルモ ノデ其 ノ太 サハ比校的不 定 ナ

リ ト錐 モ其 ノ走行 スル位 置ハ概 子一定 ヒルモ ノ

ナ リ。 而 シテ 余 ノ剖 見ls例 中通常 ノ位置 一見

出 ナ レタルモ ノ14例 ノ多 キニ封 シ前斜角筋 内

縁 テ上 行 セルモ ノ3例 梢 丸外側 テ走 レル モ ノ1

例 ニ シテ、 是等 ハ総 テ績隔膜紳 脛 ト前斜 角筋 内

縁 ト!間 テ上 行 セ リ.故 二若 シ手術野 中 二該 血

管 テ先 ヅ見 タル場 合二・・其 ノ外側 二於 テ横隔膜

禰経 ラ探 求 スベ キナ リ.而 シテ實際 手術 二於 テ

・・横 隔膜紳 脛 ノ正常位 テ経過 スル場合 多 キ故 一

該血管 テ日標 トシテ紳 脛 テ探索 ス可 キ場合 ノ・極

ク稀 レナ リ。 余 ノ臨 沐77例 二於 テ 小手術野 中

二該血管 テ見 タルハ'約牛数 ニ シテ殆 ン ド正 常位

ラ上行 シ2例 二於 テ前斜角筋 内縁 テ上行 スルラ

見 タ リ。他 ノ/ド数 二於 テハ之 テ見ザ リキ。之 テ

案 ズルニ上行頸動脈 ハ横 隔膜 紳脛 ガ前斜角筋前

面 中央 ラ横断 スル位 置、自Pチ鎖骨上縁 上2・5cm

ノ位 置二於 テハ前斜 角筋 ノ内縁 テ上 行スル事 ガ

厘kア ル コ トラ示 スモ ノナリ。 尚ホ此 ノ際注意

スベ キ事 ・・該血管 ノ異常分枝 ノ存 在ナ リ。即 チ

余 ハ解剖例 二於 テ通常 ノ位 置 テ上行 スル血管 ノ

他 二尚横 隔膜諦 脛 ノ外側 二於 テA.cervicalis

superficialisヨ リ分 岐セルー枝 煽 轍{卜 併 行シテ

M.scalenusmedius中 斜 角筋 ノ前 面 ラ上行 セ

ル1例 及 ビ上行頸 動脈 ハlL常 位 ニアルモ通常 ヨ

リ細 クシテ此 ・他 二爾 ホ前斜 角筋 上ハ於 テ シテ

之 ヨリ太 キ血管 ガA.cervicalissuperficialis

ヨ リ出 デ横 隔膜紳経 ト共 ニ ソ ノ外側 テ上行 セル

例 テ解剖及 ビ臣副木例 二於 テ各1例 テ見 タ リ。斯

ク ノ如 ク横隔膜紳経 テ中心 二其 ノ雨側 二併行 セ

ルニ條 ノ上行頸動脈 ノ上行 スル場合 ガ稀有 ナル

モ存在 スルコ トアルハ該 血管 ノ位置 ヨリ該神経

テ探求 セン トスル場合 二注意 ス・ごキ コ トナ リ。

第四章 横隔膜示申経副根

横 隔膜 紳脛 ハ前 述 セル如 ク、稀 レニC皿 或 ハGV

ヨ リ起始 スル事 アルモ通 常CIVヨ リ起 始 シ且ツ

・Cvヨ リ鎖 骨下神経 ト共 二、又 ハ掲立 シテ分岐

スル副根 ラ受 クル事屡 ミアリ。 尚ホ斯 ル頸 椎神

経 ヨ リ直接起始 ナル副根 ノ外 ニー度他 ノ紳経束

テ通過 シ更 二之 ヨ リ分岐 シテ本幹 二合 スルモ ノ

アリ。即 チ從來 ノ文献上 其 ノ記載(WillyFelix)

テ見 ルニ舌下紳裡 、迷走神脛 、鎖骨 下紳,脛、交
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感紳 経、副神脛等 ア リ。然 レドモ是等 ノ内副神

、経 ・・Blandinノ]例 、 迷走紳 脛・・Wrisberg

及Haberschonニ ヨ リテ ノミ報 告 サ レ、肩脾

下神,脛 ハCasaliガ 唯]例 ラ 記載 セル ノ ミニ シ

テ其 ノ後 是等 ノ副根 二就 キテハ否 定 ノ報 告 ア リ
●

テ今・ク玄ニハ問題 トナ ラヌ。從 ツテ直接頸 椎示申.脛

ヨ リノ第五頸 椎帥経 長根(鎖 骨 下紳縄)拉 二舌 下

紳経、 交感神経 トノ連合 二就 キテ ノ ミ順次述 べ

ンo

第一節 舌下神経副根

横 隔 膜 紳 経 ガ 舌 下 紳 経 ト連 合 ア ル 事 ハ 古 ク ヨ リ

報 告 ア リ。 例 ヘ バHaller(】7!7),Wrisberg

(1780),RUdinger(1s70),Henle(ls79),Hirs-

chfeld-Leveill6(1.,9,53),Luschka(1s53),Turner

(1893),0.Goetze(19%》 等 ニ ヨ ツ テ 言已載 セ ラ

レ テ ヰ ル 。 而 シ テ此 ノ連 合 ハ横 隔 膜 紳 経 ト舌 下

紳 経 蹄 係Ansahypoglossiト ノ 間 ニ ア ル モ ノ

ト シ テ ー 般 二 認、メ ラ ル。 而 シRauber-Kopsch

ニ ヨ ル トCmヨ リ出 ル横 隔 膜 紳 脛 ノ細 根 ガ舌 下

帥 経 蹄 係 ノ中 ラ走 リ之 ラ出 ル時 舌 下 帥 経 ノ枝 トシ

テ 見 エ ル ノデ ア ル ト記 載 サ レ テ ヰ ル 。 尚 此 ノ連

合 二 就 キ テ ハRuge,Rushka,Henle,Schwalbe

等 ノ唱 ヘ ル 如 ク本 來 ノ舌 下 神 脛 連 合 デ ハ ナ ク テ

横 隔 膜 紳 経 ノ高 頸 部 起 始 デ ア ル ト ノ詮 即C皿 或

ハC皿 ヨ リ起 始 ス ノし帥 脛 根 ガ 舌 下 神 縄 蹄 係 殊 二

N.cervicalisdescendensinferiorト 共 二 走 リ

テ 之 レ ラ 出 デ横 隔 膜 紳 経 二合 ス ル モ ノ デ ア ル ト

ノ詮 ガー 般 二認 メ ラ レ テ ヰ ル 。 而 シ テ此 ノ連 合

鮎 バ ー 定 セ ズ 廣 範 園 二亙 ル モLシ テ頸 部 デ合

ス ル モ ノ カ ラ(Rauber-Kopsch.Goetze其 ノ

他)、 胸 腔 内(RUdinger,Luschka,Goetze)_

至 ル 迄 ノ記 載 ア リ。 舌 下 紳 経!副 根 ノ存 在 ・・甚 ダ

稀 有 ノ モ ノー シ テ文 献 ニ テ ・・Hallerハ5例 、

Wrisberg・ ・37例 中5例 、0.Goetze・ ・25例

中2例 テ記 載 シ、 余 ハ 剖 見]8例 中 唯1例 二 於

テ 之 テ 見 タル ニ過 ギ ズ。而 シテ 余 ノ例 ハGoetze

ノ 所 謂hocheinmifndendeAnsa-hypoglossi-

Nebenwurzel(Goetzeハ 舌 下 紳 経 副 根 ガ横 隔 膜

、

紳 脛 ト下頸部 二於 テ 連合 ス ル モ ノatiefein-

mUndendeAnsahypbglossi-Nebenphreicusト

云 ヒ之 二封 シテ上部即 チ横隔膜帥脛 ノ起 始部 二

於 テ連合 スルモ ノテ 斯 ク名附 ケテヰル)ノ 例 ト

殆 ンド同檬 』 シテ、 帥 チ 舌下紳脛蹄 係 ノN.

cervicalisdescendensinferiorヨ リ ノ分 岐 ガ

直 チニ横隔膜神綻 本幹 二合 セ シモ ノナ リ.

要 スルニ横隔膜帥経 ノ舌下神 脛 中 テ走 ル副根 ハ

N.cervicalisdescendensinferiorヨ リ分 岐 シ

横 隔膜 紳経 本幹 ノ内側 テ下 行 シ頸 部或 ハ胸腔 内

二於 テ本幹 二合一 スルモ ノニ シテ其 ノ存在 ハ極

メテ稀有 ノモ ノナ リ.從 ッテ該帥経 根 ハ手術 二

現 レルll事ハ稀 レナ レド、時 トシテ遭遇 スル事 ア

ルモ他 ノ副根 ト異 リテ本幹 ノ内側 テ下 行 スルー

ヨリ之 テ知 リ得 ラル。

第二節 交 戚祠1纒副根

横 隔膜紳経1・頸部交 感紳縄 トノ連合 二就 キ テハ

之 テ否定 スルモ ノ(Cruveilheir),又 ハ常 二存在

スルモ ノ トナスモ ノ(Schwalbe ,SapPey)及 ビ

連合 アル 場合 ト、 ナ キ場 合 トガ ア トノ中間設

(RauberKopschetc.)ト ノ 三読 アリ.而 シテ

松 井氏 ノ木 邦入20例 二 就 キテ ノ解 剖學 的瞼査

一 ヨレバ連 合 アルモ ノ]1例(55%)算 へ、 其 中

デ下頸神罷結 節 二連合 アルモ ノ6例 、 中頸紳 脛

節 二連 ナ ルモ ノ2例 ニ シテ他 ノ3例 ハ示巾脛 節以

外 ノ交感紳経 幹 二連合 セル テ認 メ左右 同率 ナ リ

ト言 ヘ リ。Goetze・ ・横隔膜紳 裡本幹 ガ前斜 角

筋 内側 テ走 行 スル附近 二於 テ即 チ撚 除 二際 シ先

ヅ最初 ゴ内側 二常 ツテ極 ク細 キ神 陛綜 ノ現 レル

場合 ガ厘 気アリ之即交感神縄連合綜 ニ シテ横 隔

膜 神経 ト交感祠雌 トノ∫蛤 ハ牛数 叉 ハ其 レ以上

ノ場合 二存在 スルモ ノー シテ、此連合 ノ内最多

撒 テ占ム ルモ ノハ横隔膜神謹 ト下頸師1巾裡 節 トノ

連合 ナ リ。 而 シテ此 ノ交感紳脛 トノ連 合綜 ノ切

断 ハGoetzeノ 所 謂根本的 切断術 二於 テモ施 行

セ ラル可 キモ ノナ リ ト唱 ヘテヰル
。余 ハ剖 見例

二於 テ横 隔膜祠1縄 ガ頸 椎神 脛 ヨリ分岐 スル1・直

チニ細神経綜iテ ナ シ之 ガ下行 シ交 感紳経節状 索
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二連 合 セルモ ノ2例 テ認 メタ リ。 然ル ニ臨躰 例

二於 テハ殆 ン ド大 多撒 ノ場合横隔膜神経 テ撚除

シ始 ムル ト直 チー内側 二當 ツテ細小 ノ紳経綜 ノ

現 ル ・テ認 メタ リ。 之 ガGoetzeノ 言 ヘル如 ク

交感祠1経根ナ リトセバ横隔膜紳,脛 ト交感赫 脛 ト

ノ連合 ハ殆 ンド大 多数 ノ人間 二存在 スルモ ノナ

リ.又 一 方手術 二際 シ或一部 ノ患 者二於 テハ殆

ン ド磯汗 テ見ザルニ封 シ、過 牛数 ノ患者 二於 テ

ハ他 ノ手術 二於 テ見 ザル ガ如 キ甚 シキ登汗特 二

顔面 二上禮 二於 テ甚 シキ登汗 テ見ル。之登汗作

用ハ頸 邦交感神脛司配 ノ下 ニ アル事 ヨリ横 隔膜

示申脛撚除 二際 シ頸 部交感紳 脛副根 ノ刺戟 ガ其 ノ

連合 セル頸部交感紳雛節索條 ラ刺戟 シ褒 汗 テ

起 スモ ノ ト推想 セラル。 即 チ横 隔膜紳脛 ニハ

交感帥罷 二 連合 スル 副 根 ノ存在 スルモ ノア リ

テ其 ノ頻度 ハ 過 牛数 二於 テ 認 メ ラル ・モ ノナ

リ^

而 シテ剖 見例 二 於 テハ 僅 力18例 中2例 ノ少 ナ

キノ、解剖材料 ノ新鮮 ナラザル ト紳経綜 ノ極 ク細

キタメ之 ガ正確 ノ見極 メテ期 シ得 ザ リシタメナ

ラン。弦 二於 テ余 ハ余 ノ實験 的研究 ヨ リ横隔膜

紳経 ハ頸 椎帥 罷 ヨリ起女台シテヨ リ最初 二鎖骨上

縁附近 二於 テ細 キ紳罷綜 テ出 シ頸 部交感帥脛 二

連合 スル コ トアリ其 ノ存在 ハ牛薮以L多 撒 ノ人

間 二於 テ認 メ ラル ・モ ノナ リ ド言 ハ ン トスルモ

ノナ リ。要 スルニ横 隔膜 紳脛撚除 二際 シテ先 ヅ

最初 二内側 二現 レル示屯脛綜 ハ多 クノ場合 交感神

経副根 ニ シテ殆 ン ド大 多数 例 二於 テ之 テ認 メル

モ ノナ レバ手術 二際 シ注意 シテ神経撚 除 ヲナ シ

之 ラ見 タル時 ハ切断 ス可 キモ ノナ リ.

第 三 節 頸 椎 神 経 副 根

(sog.Nebenphrenicus.)

横 隔膜神脛 ノ頸 椎神経 起始 二就 キテハ前述 セル

如 ク主 トシテCIV根 ガ本幹 テナ スモ ノナ レド時

トシテC皿 或 ハCV根 ガ主幹 テナス場合 ア リ。

而 シテ本幹 ガ何 レノ頸 椎紳纒 ヨリ起始 スルテ問

ハズ更 二他 ノ背椎帥 経 ヨリノ直接起始 根 テ受 ク

ル事 ア リ。 余 ノ剖 見18例 二於 テー ツノ横隔膜

神経 ガ頸 椎紳経 ヨリ ノ直接起 始根 テ幾何持 ツカ

ヲ見 ルニ

1)CIVヨ リ ノ根 ノ ミテ有 スル ニノ7例

2)CIV及CVヨ リ ノ2根 テ有 スルモ ノ10例

3)C皿,CIV,CVヨ リ ノ3根 ラ有 スルモ ノ1例

一 シテ即 チCIVヨ リ ノ1根 ノミヲ以 テ起始 スル

モ ノ18例 中7例(38.`・1%)一 シ テYano!22例

中8例 、Luschkaノ:;2例 中12例 、 松井 ノ30

%卜 略 く一致 セル所 ナ ル。他 ノ11例(61.2%)ハ

CIV根 以外 二更 二C皿 或 ハCVヨ リ1或 ハ2ノ

根 テ受 クルモ ノナ リ。而 シテ是等根 ハ頸 椎神経

ヨ リ直接起始 セル根 二就 キテ ノミノ成績 デアル

ガ尚 ホ同 ジクCVヨ リ起 始 スルモ ノデハ アル ガ

鎖骨下神 脛 ト共 二共 同根 テ以 テCVヨ リ出ル所

謂鎖骨下紳 経根 テ同 ジク瀞脛 根 トシテ総括 シlS

例 ノ神 脛根 テ其 ノ起始頸椎紳,脛二分 ツー

)

賢ー

)

-
↓

9
幽

ゆ
り

C皿 根1例

CIV恭 艮20{列

CV根26例

∫CVヨ リ直接起始 セルモ ノ]3{列【

鎖骨 下示屯脛 ト連絡 アルモ ノ13例

ニ シテ2Pチ 横 隔膜示巾経 ハ最 モ多 クCVヨ リ神脛

根 テ受 クルモ ノナ リ。 然 レドモ斯 ク多数 ノ紳経

根 ガ後 デ本 幹 テ形成 スルモ ノーア ラズ シテ多 ク

・・主幹 テナサズ副根 テナ スモ ノナ リ。而 シテ此

ノCV副 根 ハ他 ノ示申脛根 ヨ リ其 ノ存在 スル割 合

ガ比較的 多 ク シテ且 ツ本幹 ト・・相隔 ツテ特別 ノ

経過 ラ示 スモ ノナ レバ人 工的繊隔膜麻癖術 ガ臨

沐上ハ適 用 セラル ・二及 ビ所謂Nebenphrenicus

ノ問 題 トシテ最 モ注意 セ ラル ・所 トナ レリ。即

チ此 ノCV副 根 ノ作用 ガ完全 二除去 セラル ・力

否 カニ ヨツテ横 隔膜祠1経 ノ作用除 去 ノ完非 ガ決

定 セ ラル ・モ ノデアル。而 シテ此問題 ハ既 二多

クノ學者 ニ ヨリ詳細 二研究 セ ラ レ其 ノ存在 ノ頻

度 モ相當大 デ アル ト言 フ事 バー般 二認 メラル ・

所 デ アルガ未 ダー定 セルニ非 ラズ。

然 ラバ第五頸 椎紳経 ヨリ起始 スル横 隔膜紳経 二

如何+ル 種類 アル カ ト云 フニ次 ノ如 ク 分類 サ

ノレo
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一{
短 根

長騰 撫 騨漉一
(盤 醜鶴 臨 粥 盛renicus(W.Felix)

元來横 隔膜瀞脛CV根 ハ短 クシ横 隔膜紳脛本幹

ガCIVヨ リ起 始 スル ト直 チニ之 二合流 スル テ通

常 トサ レテヰル。 此 ノ短 根 ハ手術 二際 シテハ別

二問題 トナ ラヌ。然 ルニCV根 ガ時 トシテ甚 シ

ク長 ク頸 部 ノ最下部或 ハ胸腔 内二於 テ初 メテ本

幹 二合 スル事 ガ アル。斯 ル長 キCV副 根 ガ所謂

Nebenphrenicusト 言 バ レル モ1一 シテ之 二

CVヨ リ濁立性 二直接起 始 セルモ ノ2Pチ 余等 ノ

所謂 第五頸 椎瀞経根DerSelbst5ndigeNebe-

nphrenicus(WalterFelix)トCVヨ リ鎖 骨下紳

経 ト共 同 ノ根 テ以 テ起 始 スルモ ノ即 チ鎖 骨下静

経 根、DerSubclavius-Nebenphrenicusト ノ

ニ種 ア リ。 而 シテ其等 ノ経過 二就 キ テハ雨者共

CVヨ リ起 始 スルモ ノナ レバ 同一 ノ根 ラ以 テ起

始 シ然 ル後 二分 レルモ ノ最 モ多 シ。然 レ ドモ時

トシテ雨者其 ノ起 始鮎 テ異 ニ シ終始掲立 シ走行

スル事 アリ。叉各 々別 々二起始 シ次 デ合流 シ再

ビ分岐 スル事 ア リ。或 ハ又鎖骨下紳 脛根 ノ ミニ

Plenku.
報告者

(褒表年)

例 撒

第五頸椎副根

1鎖骨下紳脛副根
1第五頸椎紳経長根

Ruhemann

(1924>

31

15(49%)

6(19%)

9(23%)

Makon

(192{～)

48

29(ll5%)

2:;(48%)

(;(13%)

而 シテ鎖 骨下紳経 副根 ト第五頸椎帥経長根 トノ

割 合 モ各報告 ニ ヨリー定 セザルモ余 ノ剖 見例 二

於 テ・・67:13ノ 割 合 ナ リ.臨 躰例34例 二於 テ

ハ唯1根 テ有 スルモ ノ2-1,例=一シテ2根 ラ 有 ス

ルモ ノ10例 ナ リ。

要 スル ニ第五頸椎紳縄副根so9.Nebenphreni-

CUSハ 本 邦人 二於 テハ多 ク ノ場合存在 スルモ ノ

ー;一シテ自Pチ其 ノ存在 ハ異常 二非 ズ シテ寧 ロ正常

テCV長 根 ノ存在 セザル事屡 亙ア リ。

第五頸 椎祠1経副根 ノ存否 二就 キテハ本手術 ノ敏

果 テ決定 スルニ重 要ナ ル關 係 テ有 スルモ ノナ レ

バ之 ガ解剖學的検査 相次 イデナサ レ其 ノ存在 ノ

頻度 二就 キ テモKrohノ 手 術例31例 中1例 モ

是等副根 テ認 メザ リシ ト言 フ ハ 別問題 トシテ

WalterFelix/20-25%ノ 存 在率 ガー般 二認

メラル ・二至 レリ。其 ノ後WillyFelix,Ru-

hemann,Goetze,Yano等 出 ヅル ニ及 ビ其 ノ存

在卒 モ撒 ラ増 シ牛撒以 上 二於 テ見 ラル トノ設 ガ

有力 トナ レリ。 然 レ ドモ未 ダ各報 告ガー致 セル

ニ非 ラズ、 弦 二於 テ余 ハ解剖 例及 ビ臨休例 二於

テ其 レガ存在 テ詳細 二検査 セルニ表 二示 スガ如

ク剖 見例18例 中14例(78%)臨 躰 例43例 中34

例(79%)即 チ78・5%ノ 最 高存在傘 テ得 タ リ。

自PチYanoノ 成 績 ト大禮一致 セル 成績 ニ シテ

本邦 人二於 テ・・大膿70-80%ナ ラ ン。

Goetze

(1925}

25

17(68%)

12(48%)

8(32%)

Yano

(19251

22

17(77%)

12(55%)

δ(22%)

河 合 、 川 名

(1931)

18

14(78%)

12(67%)

6(13%)

川 名

(1933)

43

34(79%)

ト見倣 スベ キニ シテ其 ノ頻度 ハ約80%ナ リ ト

云 ハン トスルモ ノナ リ。斯 クCV副 根 ノ存在 ガ

80%テ 示 ス事 ハ實際 手術 二際 シ毎常其 ノ存 在 二

注意 シ之 テ認 メタル時 二切断 スベ キナ リ。而 シ

テ是等副根 ハ1本 ノ事 多 キモ時 トシテ2本 アル

事 アルニ ヨリ交 感神 脛副根 ト合 セ テ3本 以 上 ノ

副根 ノ存在 スル事 アリ。此 ノ鮎注意 スベ キ所 ナ

リn
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第五章 横隔膜肺経本幹 卜第五頸椎示申経副根り 關係

前章 二於 テ第五頸 椎紳経副根 ニハ第五頸椎紳経

長根 ト鎖骨 下神 脛根 トア リテ其 ノ存在率 ハ約80

%ナ リ ト述 ベ タ リ。而 シテ横隔膜紳経 本幹 パ

テ切断 スル モ該副根 テ切除 スルニ非 ラザ レバ手

術的数果 ノ完全 テ期 シ得 ザル事 ハ既 二謹明 セ ラ

レタル所 ナ リ。然 ラバ本幹 ガ如何 ナル経 過 テ ト

レル トキ該副根 ガ多 ク存在 スルカ、 叉幾何 ニセ

バ該副根 ノ作用 テ除去 シ常 二手術的放果 ノ完全

ラ期 シ得 ラル ・カ ト言 フ事 二就 キテ聯 力余 ノ経

験 テ追次述 べ ン.

第一節 第五頸椎棘経副根ノ切除法

先 ヅCV副 根 ノ作用 テ除去 スル ニ如何 ナル方法

ガアルカ ト言 フニ是 ラ切 除 ス ルー2様 ノ方 法 ア

リ。 一ハCV二 於 テ其 ノ起始 テ求 メ之 ラ切除 ス

ル所謂根 本的 切断術 ニ シテ、他 ハ本幹 撚除 二際

シCV副 根 ノ本 幹二連合'/sル 部 テ求 メ テ之 テ切

除 スル所謂撚除術 ナ リ。而 シテ雨 者何 レテ選 プ

ベキカ・・勿論Goetzeノ 根 本的切断術 ノ際 ハ前

者 二、横隔膜紳脛撚 除術 ノ際 ハ後者 二依 ルハ言

デ待 タズ。 余 モ亦前 音ハ手術操作複 雑 ナル故通

常後者即 チ撚 除 術二依 ルモ ノナ リ。 然 シナガ ラ

撚 除術 二於 テ横 隔膜神縄 テ充 分 二、即 チ副根 ト

ノ連合錨 以下迄撚 除 シ得 ズ シテ中途離断 スル事

ア リ。斯 ル場合 ハ更 二手術 敷果 ノ完全 ラ期 スル

タメ前者 ニ ヨリCV副 根 ラCV二 於 テ其 ノ起 始

テ求 メテ之 ヲ切除 スルテ例 トセ リ.

而 シテCV副 根 ノCVヨ リ起 始 スル ニCV長 根

ト鎖 骨下紳経 根 ト各 々別 二起 ル場合 ト、 雨者共

同 ノ根 テ以 テスル場合 トア リ。之 テ余 ノ剖 見例

二就 キ テ見 ルニ

(1)鎖 骨 下瀞経 トCV長 根 トハ終始掲立 シテ走

行 ス ル モ ノ 2例

(2)鎖 骨 下神経 卜CV長 根 卜各燭立 二起始 シ、

次 デ合流、後再 ビ分岐 スルモ ・一.・1例

く3)鎖 骨 下帥脛 卜CV長 根 ト同一 ノ根 テ以 テ起

始 シ後 二分 レルモノ11例

(4)鎖 骨 下神経 ノ こ一テCV長 根 ノ存在 セザ ル

モ ノ4例

一 シテEPチ 鎖骨下帥纏 トCV長 根 ト同・一 ノ根 テ

以 テ起始 スルモ ノ最 モ多 久 斯 ル場合 ハ殆 ン ド

毎常CVト 前斜 角筋 ノ外縁 トノ交 鮎 ヨリCVト

CVIト ノ交 貼 トノ間 二於 テCVヨ リ起 始 スルモ

ノナ リ.雨 者別 々 二 掲立 シテ起 始 スル 場合 ハ

CV長 根 ハ 内上方 二於 テCVヨ リ起 リ、 鎖 骨下

紳経 ハ外 下方 二於 テ起始 スル モ ノナ リ。Goetze

ハ斯 ル2根 ラ以 テ起 始 スル コ トガ屡p'ル ト記

載 シ、HirschfelduLeveill6・ ・:;根 ヨ リ成 レ

ル例 テ見 タ リト報 告 シテヰル。Ruhemannハ

異常 例 トシテCV副 根 ノ起始 ガ甚 グ シク外 下方

二轄位 セル例 テ報 告 シ、斯 ル場合 ハCVテ 充分

二其 ノ全長 二亙 ツテ探索 スル ニ非 ラザ レバ之 テ

見出 ス事難 ク實際手術 二際 シテハ殆 ン ド不可能

ナ リ ト述 ベ テヰル。之 二封 シGoetzeノ ・鎖骨下

紳 脛叉 ハCV共 通 根・・通 常其 ノ起始 ヨリ1-一一3cm

ハCVト 併 行 シ テ走 リCVト ハ明 ラヵ二分離 シテ

認 メ ラル ・モ ノナ ルガ、時 二結締織鞘 ノ中 一;1

-2cm稀 二 ・・3cmモ 埋 包 サ レテ走 リ其 ノ後初

メテCVヨ リ離 レルコ トガアル ト言 ツテヰル。

余 モ亦1例 二於 テ斯 ル異常例 ラ経験 セ リ帥 チ外

側起根(鎖 骨下紳経)・・3.5cm,内 側起根(CV長

根)・・0・5Crn結 締織 鞘中 テ起'・テヵ ラ初 メテCV

テ離 レタルモ ノナ リ、斯 ル場 合・・副 根 テ其 ノ起

始 二於 テ探索 スルハ手術操作 ノ複雑 ナルタメ種

々 ノ不便 ア レバ已 ムラ得 ザル場合以外 ハ撚 除術

一 ヨ リ本幹 トノ連合鮎 二於 テ副根 ラ認 ノ之 テ切

除 スルラ便 トス。

第 二節 横隔膜神維本幹 トCV

副根 トノ連合貼

然 ラバ如何 ナル長サ迄横隔膜紳経本幹 ラ撚除ス

レバ手 術的赦果 ノ完全子期 シ得ラル ・力即 チ如
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何 ナル長 サ迄本幹 テ抜 出 セバ副根 ノ連 合鮎 二達

シ其 ノ連合鮎 二於 テ副 根 テ切除 シ得 ル カ ト云 フ

事 ガ問題 トナル。此 ノ本幹 ト副根 トノ連合鮎 二

關 シテ・概 二多 クノ研究 ア リテ大龍一致 セル報

告 多 シ.

WillyFelix,Ruhemann.Yan・ 其 ノ他多7・

學者 ノ研究 ニ ヨルニ本幹 卜CV副 根 トノ連合 テ

毎常ハ前斜 角筋 内豫 ヨリ第 一肋骨下縁 二至 ル迄

ノ間 二存 在 スル ト報 告 シテヰル。 尚Turner,

Larkin,Hasse,Luschka及Goetze等 ・・肺 内

下部或 ハ横隔膜直前 二於 テ連合 セル例 ラ記載 セ

ルモRuhemann・ ・氏 ノ集 メ シ文献 中斯 ル異 常

例 ハ僅 カー6例 二過 ギズ從 ツテ斯 ル場合 ハ横 隔

膜神 窪捻除 ニ ヨリテ其 ノ作 川 ハ除 去 サ レズ月.'ソ

甚 グ稀有 ナル故 一般 二問題 トスル ー足 ラズ ト云

ツテヰル。余 モ亦斯 ル異 常例 テ見 ズ。余 ノ剖 見

例 二於 テノ・横 隔膜神経 ガ頸 椎祠1縄 ヨ リ起始 シテ

カラCV副 根 ト合流 スル迄 ノ距離 ・・最短6.5cm

最 長10・4cmニ シテ:F均S.7cmニ シテ 臨躰例

:煙例 二於 テ前斜 角筋内縁 ヨリ合 流鮎 二至 ル迄 ノ

距離 ヲ測 リタル ニ最 短5cm、 最 長10cmニ シテ

ZF均7.28cmナ リ。 此 ノ結果 ヨ リ横隔膜紳経本

幹 トCV副 根 トノ連 合黙 テ槻 察 スル=一一般 二認

メラル ・如 ク前斜 角筋 内縁 ヨリ第一肋骨下縁 二

至 ル迄 ノ間 二存在 シ殊 二第一肋骨」二縁附近 二存

在 スルモ ノ大多数 ナル事 ラ確 メ得 タ リ。

即 チ、大 多数 ノ揚合本幹 ノ頸 権紳 陛 テ出 テ カラ

10cm以 内 二於 テ副根 テ全部合流 スルモ ノナル

故10cm以 上 祠1経テ・抜出 シ其 ノ間 二連合枝 アラ

バ之 テ切 除 シ、紳経撚 除10cm以 上 一及 ブ時 ハ

其 ノ間 二連合枝 ノ有無 二拘 ラズ、 モハヤ連合枝

ノ・存在 セヌモ ノトシテ木幹 テ切断 スルモ差支 ナ

キモ ノナ リ。

從 ツテ余 ハ横 隔膜帥経 作用除去 ノ目的 テ毎常完

全 ナ ラシムルタメ次 ノ如 キ方金十テ以 テスルコ ト

トセ リn即 チ横 隔膜 祠1綻ハ出來 得ル限 リ其 ノ起

始 貼 二近 ク之 ヲ切断 ス、次 デ10cm二 至 ル迄 副

根 ノ存 在 二注 意 シ之 ア ラバ切断 シツ ・帥経撚除

テ行 フ.10cm以 上撚 除 セ シ時 ハ 出來得 レバ更

二紳経全長除 テ行 ヒ、癒著等 ノタ メ不可能 ナル

場合 ・・可及的神経 ヲ引出 シテ之 テ切断 ス。10cm

以 内 二於 テ切離 セ ラレシ時 ハCV二 於 テCV副 根

ノ起始 ラ探索 シ之 テ切断撚除 スルテ常 トセ リ。

第三節 横隔膜紳経本幹 ノ位置

トCV副 根 ノ有無

頸 椎紳経 副根 ノ存在等 二就 キテハ叙 上 ノ如 ク剖,

見例 ニテノ・18例 中1+例 皇D78%、 臨 躰例 二於 テ

ノ・・1,3例中34例 即79%ヲ 示 セ リ.而 シテ副根!

存 在 スル ヤ否 ヤテ本幹 ノ前斜 角筋上 二於 ケル位

置 ヨ リ推定 シ得 ルモ ノナルカラ知 ルタメニ雨者,

ノ關 係 二就 キテコ レラ総括 セルニ次 ノ表 ノ如 キ

成績 テそ黒タ リ。

例 数 副根 ヲ有ス
ンレ モ ノ

9k20.9%)i・S, .88・9%)

28(6r).296)

16(、3.9タ 。)

酬 一 一一一4i3

)/0ク〆30UつS(40囮

)!0ク/
3り
0
0
」㌧
の
」

i34・79.O%)

副 根 ナ キモ ノ

1(11.1%)

4(14.796)

6(66.7タ6)

9(21.O%)

正常位28例 中副根 テ 有 スルモ ノハL)-1例(85.3

%)ニ シテ総敷 二於 ケル79%二 比 シヤ ・高率 テ

示 ス ト錐 モ略 支同率 ト見倣 シ得 ラル。

内側轄 位9例 中副根 ナキモ ノ1例 二封 シ副根 ヲ

有 スルモ ノ8例ep・RS.f)%ノ 高 傘 ラ示 ス。 即 チ

殆 ン ド符常副 恨ラ有 スルモ ノナ リ。

外側轄 位6例 中1例 ハ多少前斜 角筋 ノ外縁 二近

ク下 行 セルモ ノニ シテ之 ニハ2本 ノ副根 ラ見 タ

リ。然 ルニ他 ノ例 ハ完全外 側韓 位ニ シテ、即 チ

CIVヨ リ起 始 シ前斜 角筋外側 テ下行 シCV副 根

ト合 流 シテ後初 メテ本幹 テ形成 シ内下方 二斜走

セルモ ノニ シテ此 ノ6例 中副根 テ有 スルモ ノハ

唯1例 ノミニテ他 ノ4例 ハ副根 テ認 メズ。即本

幹 ガ外側 二轄 位 セル場 合 ハ殆 ン ド毎常副根 テ認

メズ。

之 テ総括 スルニ横 隔膜帥経 ガ正 常 ノ経過 テ トル

場合 ハ第五頸 椎紳経副根 ノ存 在ハ全 艦 ノ下均 存

在傘80%二 近 ク、内側轄位 ノ場合 ハ殆 ン ド毎常

副根 ノ存在 テ認 メ、外側轄 位 ノ場合 ハ副根 ノ存

在 スル場合 至'ソテ僅少 ナ リ。以 上 ノ事 實ハ手術
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二際 シ本幹 ノ経過 ヨリ副根 ノ存否 テ推 定 スルー

助 トナ シ得 ベ シ。

第四節 横隔膜神経本幹 ノ太 サ

ト副根 ノ有無

横隔膜神維 ノ太 サバ通常 日本人成人 斗於 テハ径

約1・5mmナ レ ド非常 二不定 ニ シテCIV根 ガ最

モ太 ク之 ヲ中心 トシテ或 ハC皿 二或 ハCV根 二向

ツテ漸 進的 二移動 スルモ ノデ アル。 即 チ前述 セ

ル如 ク通 常CIV根 ガ 主幹 テナスモ ノナ レド稀 レ

ニC皿 或 ハCVガ 主 幹 ラナス場合 ア リ
。又 本幹 ト

CV根 トガ同 ジ太 サ テナス事 ア リ。 余 ハ斯 ル例

テ音lj見及 臨;1木i列二 方恐テ 各々1{列 ラ経験 セ リ.

Ruhemannモ 斯 ル例 テ1例 、Goetz・ ・2例 テ

報告 セ リ。

余 ノ臨躰 例54例 二 就 キ テ横隔膜神経本幹 ノ太

サテ見ルニ次表 ノ如 ク正常 ノ太サ ノモ ノ即経 約

1.tscmノ モ ノ大多藪 テ占 メ時 トシテ之 ヨ リ稿 支

細 キモ ノ或 ハ太 キ場合 トア リ。

　
138千 列(70 .3%)

而 シテ次二横隔膜紳脛本幹 ノ太サ ト頸椎神雛副

根 ノ存在 トノ關係 テ余 ノ蜘 木例 壬3例二就キテ

見ルニ次表ノ如キ成績 テ得タ リ。

正 常 ノ太 サ ノモ ノ

正 常 ヨ リヤ ・細 キ モ ノ 9(16.7%)

正 常 ヨ リヤ ・太 キ モ ノ 7, 、13.0タ6)

本幹 ノ太サ 例数 副 根 ヲ有 スノレモ ノ 副 根 ナ キ モ ノ

太 キ モ ノ 8 4CO.0%) 41二50.0%)

正 常 ノ モ ノ 27 23(85,2%) 15(14 .8%)

細 キ モ ノ 8 7(87.5ク の 1(12.5%)

総 拐を 43 34'79.0%) 921.0%)

之 ラ見 ルニ繊 隔隔紳樫 本幹 ノ細 キ場合 ハ副根 ノ

存在 ハ8例 中7例EIB・R7.5%ノ 多 キ ヲ示 ス。 反

之太 キ場 合 ニハ 副根 ノ存在 ・・5(,%ニ シ テZF均

債79%ヨ リ低 シ。即 チ本幹 ノ太キ場合 ハ副根 ノ

存在 スル事 少 久 細 キ時 ハ 多クノ場合 二 存在

ス。斯 ル關係 ハ 多敷 ノ紳維 束 ガ集 リテ本幹 ノ形

成 セ ラルモ ノナル故容 易二1を肯 セラル可 キ事 ナ

リ.

而 シテ斯 ル事實即 チ本幹 ノ細 キ場合 ハ副根 ノ存

在 多 ク且登育程 モ著明 ナルベキ事 ハ手術 二際 シ

テ注意 うテ木幹 テ撚 除 スベ キナ リ。

第六章 横 隔膜脚経 ノ長 サニ就 テ

横隔膜紳絶 ノ経過 二就 キ テ前述 セル如 久 通常

CIVヨ リ起始 シテ頸 部 テ経 テ胸腔 内二入 リ横隔

膜 二達 スルモ ノナ リ.而 シテ左右其 ノ経 過 テ異

ニ シ同一人 ト錐 モ必 ズ ジモ左右同一 ナ ラズ各個

人 ニ ヨリテ其 ノ長 サ ノ異 ナルハ勿論 ナ リ。 余 ノ

完 全 二瀞脛 金長 テ撚 除 シ得 タル18例 二就 キテ横

隔膜瀞 脛 ノ長 サラ見 ルニ最短27cm、 最 長36cm

ニ シテ卒均30・7cmナ リ。 叙 上 ノ18例 ハ年齢

20-41歳 ノ成人 ニ シテ男11人 、 女7人 一一一一シテ

左側11例 、右側7例 ナ リ.尚 ホ 外國 二於 テハ

最 長例 トシテStraub(1932)ハ34cm,amandus

Wirthハ12cmノ 例 テ報告 セリ.斯 ル 紳経 ノ

長 サバ切断鮎 ノ關係拉 二手術時 二於 ケル伸 展操

作 ニ ヨル攣化等 二依 リ之 テ以 テ直 チニ正常 ノ長

サ トハ云 ヒ得 ザルモ大艦 二於 テ日本成人 二於 ケ

ル伸脛 ノ長 サハ約:31cm位 ト看 倣 シテ大過 ナ カ

ラ ン。叙 上 ノ長 サ部神経全 長 テ撚除 セバ手術的

数果 ノ完全 ラ期 スベ キモ種 々 ノ歌態例 ヘバ病症

ノ輕重、癒著 ノ程度及紳経 ノ病理的攣 化等 ニョ

リ中途 ニテ離断 サ レル事 ガ厘 支アル。而 シテ此

ノ中途離断鮎 二就 キ テハ換言 ス レバ撚除 セラ レ

タル横隔膜神経 ノ長 サニ就 キテハ其 ノ手術的数

果 ト密接 ナル關係 ラ有 スルモ ノナルガ故 二手術

二際 シテ如何 ナ ル長 サ迄神経 テ撚 除 ス レバ足 ル

カ ト云 フ問題 ニシテ、 之 ハ前章 二於 テ紳経 本幹

卜CV副 根 トノ連合鮎 ノ項 二於 テ述 ベ タ リ。 即

チ副根 ノ連合鮎 以下換言 ス レバ10cm以 上撚 除

スベ キー:・シテ、若 シ10cm以 下 ニテ中i途離断 セ
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ル揚合 ハ更 二CV二 於 テCV副 根 ノ起 始 ヲ探 求 シ

之 テ切除 スベ4ナ リ.然 ラバ肺結核患者 ニテ通

常如何 ナル長 サ迄撚除 シ得 ラル ・ヵ ト言 フニ余

ノ臨躰例 ・54例二 就 キテ見 ルニ 神経全長 テ撚除

シ得 タルモ ノ18例 ニ シテ 中途離断 セルモ ノ23

例 ナ リ。此 ノ神経全長撚除傘 モ中途離断 率ハ術

者 二技術及 ビ肺結核病症 ノ輕重 ニ ヨリテ異 ル モ

ノナ レバ此 ノ成績 テ以 テ直 チニ神経撚除 ノ長 サ

ニ就 キテ言 ミスルハ當 ラ得 ザ ルモ、 中途離断例

二於 テソノ離断 ノ位置及原 因 二就 キテ耳卯力余 ノ

糸脛験 ラ5述}ベン。

23例 二於 テ撚 除 セル神経 ノ長 サ ーヨリ分類 スル

ニ次 ノ如 シ。

)

)

)

a

、
O

C

10cm以 上撚 除 セルモ ノ9例

10cm以 下 ニテ離断 セルモ ノ21例

Goetze氏 根 本的切断術 テナ1・ル モノ

3例

士雨氏二依 ル)二就 キテ見ルー次表ノ如 キ成績

テ得 タリ。病症 ノ程度テ便宜上第一度 ヨリ第四

度マデニ匠別セリ。即 チ第一度ハ横隔膜蓮動可

良ニシテX線 像 ノ健康構造 二近 キモ ノ、第二度

ハ横隔膜紳経蓮動ハ通常呼吸 二於 テ1cm以 上

一テX線 構造比較的明瞭ナルモ人工氣胸不可能

ナルモ ノ、第三度ハ横隔膜瀞経運動殆 ンドナク

癒著甚 シクX線 像 一肥厚Schwartenbildung

ノ見ラレルモ ノ、第四度ハ横隔膜神経蓮動全 ク

ナク、X線 像 二全 ク肺構造ヲ見得ザル程度 ノモ

ノ ナ リ。

病 症

第一度

第二度

第三度

第四度

線 倣

例倣

　

了万
τ
τ
冨

全長撚除隈灘 以
1〈11.1%)4(44.4%)

4(25.0タ6)

1(16.696)

0

9(25.6クo)

6(37.5%)

4(66.696)

3(75.0ク6)

14(40%)

10cm以 下

ニ テ切 蜥

4〔44.496)

6(37.590)

1(16.696)

1(250/。 ♪

12(24.496)

1)10cm以 .ヒ撚 除 セルモ ノニ就 キテ

紳経 撚除 二際 シ其 ノ途 中二於 テ副根 ラ認 ノ之 ヲ

切断 シ更 二本幹撚除 ラ進 メ10cm以 上 二達 スル

モ更 二副根 ヲ認 メザルモ撚除 ヲ追進 セシムル事

ラ得 ザ リシモ ノ9例 ニ シテ最長22cm二 及 ブ。

斯 ル胸腔 内帥経 ノ離断 セ ラル ・位置及原因 二就

キテ考 察 スルニ肺結核 病症 ノ輕重 慶ロ祠1経 ノ病 理

的 慶化 ニ ヨリ部 分的 二強弱 アル コ ト癒著 ノ程度

拉 二帥経 ト心嚢 トノ附著及 ビ紳経 ト横隔膜 トノ

附著 ノ強弱等 ガ考 慮 セ ラル可 シ。余 ノ家 兎 テ用

ヒテ其 ノ頸 部及胸腔 ラ開 キ横隔膜紳経 デ撚除 セ

ル實験 ノ成績 テ観 ル ニ本幹 ト副根 トノ連合錨 二

於 テ切噺 セラル ・モ ノ最 モ多 ク而 シテ胸腔 内二

於 テハ紳経 ト心嚢 トノ附著部及横隔膜分布直前

二於 テ離断 セラル ・テ見 タ リ。而 シテ家 兎二於

テハ副根 多 ク從 ツテ本幹 ガ比較的細 ク且 ツ紳経

ハ病的攣化 テ鋏 クモ ノナル故 二之 ヲ臨躰例 ト同

一親 シ得 ザル・・勿論 ナル モ之 二依'ソ テ紳経離断

ノ原因拉 二位置 ヲ考察 スル資 トナ スヲ得 ベ シ。

肺結核 ノ病症 ノ程度 ト撚除 シ得 タル紳経 ノ長 サ

トノ關係 テ精 細 ナル 「レン トゲ ン」學的検査 テナ

セル35例(此 ノ検査 ハ第二 内科林博士、河野學

即 チ表 二示 スガ如 ク肺結核病症 ノ重 キ程 胸腔 内

示巾脛撚 除 ノ不可能 ナルハ横隔膜紳経 自身 ノ病 理

的攣化拉 二胸腔 内癒著 ニヨルモ ノナ リ。 而 シテ

特 二肺臓下 襲二於 テ癒著著 シク横隔膜蓮動 不能

ナル場 合ハ紳経 全長撚 除 ハ全 ク不可能 ナ リ。 故

一「レン トゲ ン」像 ニ ヨリ沖 経全長 二亙 ル撚除 ノ

可 否ハ術前 豫 メ推 知 シ得 ラル可 シ。

2)]Ocm以 下 ニ テ 中i途離断 セルモ ノニ就 キテ

初 メ ヨリGoetzeノ 所 謂 根本的切 断争1静3例 二

就 キテ施 行 セ リ。而 シテ此方法 ニ ヨルモ手術 敷

果 ハ之 テ期待 シ得 ラル ・モ皮膚切 開 ノ大 ナル事

拉 二手術操 作 ノ複 雑 ナル爲 メニ多 ク用 ヒズ。紳

経撚除 二際 シ10cm以 下 ニテ中途 離断 セル場合

ニ ノ ミ追次手術 トシテCV二 於 テCV副 根 テ根本

的 二切除 スル事 トシ斯 ル場合54例 中]1例 即 チ

20%テ 経 験 セ リ。而 シテ斯 ク多撒 二於 テ離断 セ

ラル ・位置 ハ前述 ノ動物實験 二依 リテ明 ラカナ

ル如 ク本幹 ト副根 トノ連合黙 ナ リ。之 テ更 二臨

躰例 二就 キ テ観 ルニ離断 セラル ・位置 ハ切断 匙

ヨリ5-一一一・9cmニ シテ コ レ本幹 ト副根 トノ連 合鮎

ニー致 ス。斯 ル根本的切 除術 ノ際即、本幹 ノ離

断 サ レタル後 二副根 テ撚除 セル ニ本幹 トノ連合
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部 ニ テ本幹 ノ離断 セラレタル例 ラ見 タ リ。 此 ノ

原因 ハ癒著等 ニ ヨリ示申経 ノ胸腔内固著 二依 ルベ

キモ連合貼以下 二於 テ紳経 ノ太 サテ檜 シ強 靭 ト

ナル タメナ リ。更 二本幹 ノ太 サ及 副根 ノ有無 ヨ

リ中途 切断 ノ關 係 テ臨林 例 二就 キテ見 ルニ次 ノ

如 シ。

本幹ノ太列 鰍

細 キ モ ノ9

正 常 ノ モ ノ}3S

太 キ モ ノ7

総 婁如54

銀 撚劇 中途聯
8(88.9%)1(11.1%)

12(31.6%)

5(71.6タ6)

18(33.3%)

26(68.4%)

2(28.4%)

23(66.7タ6)

副根ノ撫 例刎 全長撚除 中途切離

有 ス1レモ ノL{翫19(26・5%)壇5鎚 至墜L

無 キ モ ノIg9(100%)10

総 数 43 18(41.9%) 25(5S.]%)

表二示 スガ如 ク瀞縄 全長 ノ撚 除 セ ラ レシモ ノ54

例 中18例 即 約1/,ニ シ テ他 ノ23例EP66.7%・ ・

綿 脛全長 テ捻除 シ得 ズ。然 シテ紳 脛 ノ太 キモ ノ

・・7例 中2例 自Pチ僅 ヵ二28.4%二 過 ギザルモ神

経 ノ細 キモ ノニ於 テノ・9例 中8例 部 チ大 多藪ハ

中途 ニテ離断 セラル。斯 ク中途 ニ テ離断 セラル

ルハ勿論癒著 其 ノ他 ノ原 因 二依 リテ影響 セ ラル

ル ト錐 モ神経 ノ太 サニ ヨリ左右 セ ラル ・モ ノニ

シテ、大禮 二於 テ太 キモ ノハ細 キモ ノヨリ離 断

セ ラレ難 ク從 ツテ紳脛 全長 テ撚 除 シ得 ラ レ易 キ

ハ當然 ノ事 ナ リ。 術 ホ本幹 ノ太 キ場合 ニハ前述

セル如 ク長副根少 ナ ク且 ツ合流部 モ殆 ン ド本幹

ノ紳経 ガ大部 分 テナス故 二合 流鮎 二於 ケル離断

少 ナキコ ト容 易 二首肯 セ ラル。而 シテ之 ラ臨林

例 二見 ルモ明 カー シテ表 二示 スガ如 ク副根 テ有

セザ ル9例 二於 テハ総 テ全長 テ撚 除 シ得 タルモ

副根 テ有 スル34例 ニテハ25例 自P73・5%ノ 大 多

撒 ハ中途 ニテ離 断 サ レ全長撚 除 テ得 ズ。

以 上 ノ事 實 ヨリ横 隔膜紳経 ノ作用除去 テ得 ムガ

爲 一一、次 ノ如 キ方針 ニ ヨ リテ手術 テ行 フコ ト・

セ リ。印 チ可 及的紳経全長 二亙 ツテ之 テ撚除 ス。

若 シ癒著其他 ノ原因 ニ ヨ リ中途離断 セラル ・場

合 ハ撚除 セ シ紳維 ノ長 サ約10cmラ 目標 トシ10

cm以 上 切除 セラ レタル場合 ハ コ レ=テ 術 ラ終

ル。切除 ノ長 サ10cm以 下 ノ場 合二 ・・更 二CV

二副根起始 テ探求 シテ之 ヲ切除 ス

第七章 副損傷

横隔膜神経ハ頸椎紳経 テ出ヅルヤ頸部二於 テ種

々ノ神脛血管 ト相接 シテ下行 シ胸腔 二入リテ叉

種々ノ血管及心臓、肺臓二隣 シテ経過 シ横隔膜

二達 スルモノナ リ。斯ル経過 テ トルタメ横隔膜

紳経 テ撚除スルニ當 リ其等 ノ祠脛 、血管及臓器

テ損傷スル危瞼 ノ存スルハ自明 ノ事 ニシテ是等

副損傷ノ報告多々アリ。而 シテ他 ノ紳脛 トノ關

係即チ横隔膜示申経 ラ探索 スル際二i迷走顧経、交

感神脛及長胸神脛 ト間違ヘテ之ヲ切臨スル危瞼

ノアル事ハ前章二於テ翫二述ベタレバ之 子略キ

本章 二於 テハ主 トシテ肺臓、心臓及血管 トノ關

係特 二手術 二際 シ出血性危瞼 テ件 フ血管 ノ解剖

學的關係二就キテ柳 力余 ノ経験 ラ述べン。

先 ヅ胸腔内臓器 二封 スル損傷ノ文獣テ按ズルニ

Goetze・ ・横隔膜神脛撚除術 テ批判 シテ血管.心

臓及肺臓等二相接 シテ経過 スル長 キ紳経束 ラ暗

、中 二於 テ引・抜 ク事 ハ疑 ヒモ ナク危瞼 デアル ト詮

キ、外科 的手術 タル ヤ必 ズ眼 デ見 テ施行 スベ キ

モ ノナ リ。特 二横隔膜紳経 ハ肺結核 ノ際 ハ其 ノ

附近 ノ諸 組織 ト癒著 シ易 キハ明 ラカニ シテ從 ツ

テ斯 ル際暗 中 一テ神 脛 テ撚 除 セバ是等諸組織 ノ

損傷 テ起 ス事 アルベキハ明 ラカナ リ。故 二是等

ノ危瞼 テ避 クルタメニ横 隔膜神経根 本的切断 術

ノ勝 レリ ト記載 シテ ヰル。 而 シテ副 損傷 ノ1例

トジテ氏 ハ右側 上 身で肺 ノ滲 出性病 竈 テ有 スル患

者 二於 テ撚 除 ラ兼 子 タル切断術 テナセルニ術後

14日 ニ シテ手術部皮下 二膿腫 テ形成 セルア リテ

之 テ切開 セルニ撚 除 ノ際 二損傷 セ ラレシ肺 炎部

病竈 ヨ リ感染 セル結核性膿瘍 ナル事 テ謹 明 セ リ

ト、更 二又神綴 ノ肋膜 ト癒著 セル例 二於 テ撚 除

一ヨ リ肋膜 ヲ破 リタメニ氣胸 ラ起 セシ1例 テ報

告 シテ ・Dレ。Luschka・ ・横F醐 斯 申縄 ・・肺結核
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ノ際 二諸組織 トノ癒著以外 二紳経 自己 ノ病理的

髪 化 テナセルテ謹 明 シ是等結節 ラ神経撚 除 ノ際

二蓮搬 シ、健 康部 二感染 ヲ危瞼 ア リト云 ツテヰ

ル。Alexander・ ・術 後長時間纏緬 セル(Tach'

ykardie)心 動 急速 症 ノ数 例 テ報 告 シ、Felix及

Brunner等 モ 亦肋膜肥厚、 膿 胸及心臓 衰弱 ノ

劇 シキ際 ハ撚除 テ避 ケ切断 術 二依 ルベキナ リ ト

説 イテ ヰル。余 ハ斯 ル副損 傷例 テ経 験 セザルモ

實際 手術 二際 シ病症高 度 ニ シテ胸腔 内癒 著、肋

膜 肥厚等著明 ニ シテ胸腔 内神 脛 ノ撚 除困難 ナル

場合 ハ敢 テ撚 除 テ追進 スル事 ナク シテ切断 シ更

二二次的 二CV二 於 テCV副 根 ノ起始 テ求 メ之 テ

切 除 ス、即 チ根本的切噺 術 テ兼用 スルテ例 トセ

リ。

次 二血管損傷 二關 シテ先 ヅ諸學 者 ノ文献報 告 ヲ

見 ルーKappis・ ・鉤 引操作 ノ ミニテ鎭骨 下動脈

ノ損傷 一 ヨル 致死的出血 ノ1例 テ 報告 シテヰ

ル。Goetzeハ 少 量 ノ胸腔 内出血 ア リタルモ暫

時 ニテ止血 セル例 ラ見、Friedrichノ ・横隔膜帥

経 ガ附近 ノ淋巴腺 ノ炎症 ノタメ内側 二轄 位 シ内

頸 静脈 ノ血管壁 二癒 著 シ居 リシタメ神 経撚 除 二

際 シ該 血管 壁 ノ小損傷 テ生 ジ直 チニ室氣栓塞 ラ

起 シ術 後5時 間 ニテ死亡 セノし例 テ病理解剖學的

二詮 明 セル1例 テ報告 セ リ。Th.Naegeli及 ビ

Pflugradtモ 亦 血管 損傷 ニ ヨル出血 死 ノ例 ラ報

告 シテ ヰル。Felix,Ruheman,Goetze及 ピ

Yano等 ハ撚 除 二際 シ血 管損 傷 テ起 ス事 アルハ

勿論叙 上 ノ如 ク紳経 ト血管壁 トノ癒著 二依 ルベ

キモ爾 ホ其 以外 二CV副 根 ト本幹 トガ蹄 係 テ形

成 シ之 ガ巻状 二鎖骨 下静脈 テ取巻 イテヰル事 ガ

アル テ解剖學的 二詮 明 シ斯 ル場 合 二血管損 傷 ヲ

生 ズル事 アルベ シト記載 シテ ヰル。余 モ亦鉤 引

操作 ニ ヨル淺頸動脈 ノ損傷 ヲ1例 維験 シ、家兎

ノ動物實瞼 二於 テ鎖骨 下静脈 ノ損傷 ニ ヨル室 氣

栓塞 ノタ メ術 後30分 ニシテ 死亡 セル1例 テ経

験 セリ。

蘇 ツテ横隔 膜神経 ノ附近 ノ血 管 二封 スル解剖的

關係 テ見 ルニ通常横隔膜瀞経 ハCVヨ リ起始 シ

内頸 響脈Venajuglarisinternaノ 前 外側 テ上

行頸 動脈A.cervicalisascendensト 併 行 シテ

下行 シ淺頸 動脈A.cervicalissuperficialis及

『ビ肩朋繊 動脈A
.transversascapulaeノ 後 テ

通 リ鎖骨 下静脈V.subclaviaノ 前 テ通 リ胸腔

内 ヲ内乳 動脈A.mammariainternaト 併 行

シテ走 リ横隔膜 二封 スルモ ノナ リ。而 シテ頸 静

脈、淺頸動脈 及肩朋横 動脈 ハ手術野 二現 レル事

多 ケ レバ從 ツテ是等 ハ損 傷 サ レ易キモ解剖 的關

係 テ考慮 シ注意 セバ又避 ケ得 ラル ・モ ノナ リ。

之 二封 シ手 術野 二現 レザ ル鎖 骨下静脈 及内乳動

脈 ノ損傷 ハ稀 ナルモ危瞼率 ハ高 シ。弦 二於 テ余

ノ剖 見例 二就 キテ ノ剖 見 セル解剖 的關係 テ述 べ

参考 二供セ ン ト思 フモ ノナ リ.

先 ヅ頸 静脈 二'封スル横隔膜紳経 ノ關係 ハ通常横

隔膜紳脛 ハ頸動脈 ト頸 揮脈 トノ間鄙 チ頸 静脈後

方 テ下行 シテ胸腔 二入ルモ ノニ シテ余 ノ例 モ総

テ頸 静脈 ノ、後 方 ヲ縄 過 セル ヲ見 タ リ。Ruhe-

mannノ 記載 文献 テ観 ルニ頸静脈 又・・無 名静脈

ノ前方 デ走 リシモ(Barton,Fawcett,且Unter,

Kosten,Quain,W.Turner,Walshamノ 各

1例 及 ビGreen,Haraノ 各2例)ア リ。 爾頸

静脈 ヲ貫 通 セルモ ノアリ(W.Gruber,L6nget,

Hara,Green,Yano各1例) 。 然 レ ドモ僅 カニ

10撒 例 ニ シテ極 ク稀有 ナル異常例 ナ レド、第五

頸椎紳 脛副根 ノ鎖骨 下静脈 二封 スル關係 ハ必 ズ

シモー様 ナ ラズ。余 ノ剖見例18例 二於 テハ

下

同

同

同

同

骨鎖ー

イ
ー!
迦

6伊12根鰹祠下鎖

例ま根長q立掲

　例14眼.甜q
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ニ シ テ、即 チCV副 根 ノ鎖骨下静脈 二封 スル關

係 テ見ルニ從來一般 二認 メラル ・ガ如 ク著 シク

不 定 デアル。然 シ詳細 二考察 スルニ弦 ニー定 ノ

規律 テ見出サル郎 チCV副 根 ハ起始 ガ外側 二移

動 スル ニ從 ツテ其 ノ長 サ テ増 シ鎖骨下1静挫長根

一マ デ漸進 的二移行 スルモ ノナル事 ハ前述 セル

所 デアル ガ是等 ノ副根 ノ内長 サ ノ比較的短 ク濁

立的 二CVヨ リ出 ルモ ノ・・鎖骨下静脈 ノ後 方テ

経 過 スルモ ノ多 ク、之 二反 シ長 サガ比校的長 ク

ナ リ鎖 骨下神裡 長根 トナ レルモ ノ・・鎖 骨下静脈

ノ前方 テ経過 スルモ ノガ多数 テ占メル コ ト・ナ

ル。而 シテ此 ノ繭者 ノ間 二種 々 ノ移行 ガ アリ特

二鎖 骨下静脈 テ貫通 スルガ如 キモ ノハ ソ ノ著明

ナル例 ニ シテ中間型 ト見倣 ス コ トガ出來 ル、而

シテ横 隔膜 神経 ノ本幹 ハ常 二静脈 ノ後 方 ヲ維過

スルモ ノデアル カ ラCV副 根 ガ鎖 骨下静脈 ノ前

方 ヲ走 ル場 合 ニハ本幹 ト副根 トハ蹄 係 テナ シテ

静脈 テ トリマクコ ト・ナル、從 ツテコ ノ蹄 係形

成 ハ掲立 セルCV長 根 ノ場 合 ニハ少 ナ 久 鎖 骨

下紳 脛長根 ノ場合 ニハ多 ク 見 ラレルモ ノナ リ

(12例 中7例)。 而 シテ神 護撚除 二際 シテ其 ノ蹄

係 ニ ヨリ静脈 ノ損 傷サ レル場 合 ガ豫 想 セラ レル

モ ノデアルガ蹟骨下紳 脛長根 ハ多 クノ場合 甚 ダ

細 イモ ノデアル カラ實際 手術 二際 シ斯 ル危瞼 ハ

殆 ン ド顧慮 スルー及バザルガ如 シ。反之横隔膜

紳、脛 ノ叡幹 ガ鎖 骨下静脈 テ貫通 セル場合 二・・神

経 ガ太 イタメニ艀脈 ノ損 傷 セラル ・危瞼 ガアル

コ トハ勿論 ナ レド、副 根ガ貫通 セル場 合 二於 テ

モ瀞 経 ハ細 イガ紳経 蹄 係ニ ヨッテ取巻 ヵ レテ居

ル静脈 管 ガ細 ク而 モ血管 壁 ガ薄弱 ナル タメニ損

第八章 結

1911StUrtzガ 初 メテ肺疾患 二封 スル治療 トシ

テ人 工的横 隔膜庶癖 ノ有数 ナルヲ論 キテ ヨリ諸

學者 ノ研 究 スル所 トナ リ、 手術方法 ハ就 キテモ

Felix及Goetze等 出 ヅルニ及 ビ軍純 性横 隔膜

紳経切断 術 ガ撚除術或 ハ根本的切断術 二改良 セ

ラル ・二至 リ詳細 ナル解剖學的検索報告多 シ。

然 リト難 モ該紳経 ノ頸 部維過特 二頸 椎紳脛 副根

傷 ノ危瞼 モ大 デアル ト見 ナケ レバ ナ ラヌ。

次 二横隔膜帥 護 ノ内乳 動脈 二封 スル關係 テ見 ル

ニ本幹 二於 テハ

前方 テ走 ル モ ノ

後 かラ走 ル モノ

交 叉セザルモ ノ

CV副 根 二於 テハ

前方 テ走 ルモ ノ

後方 ヲ走 ル モ ノ

交叉 セザルモ ノ

12例

4例

2例

6例

6例

1例

一 シテ横隔 漠紳経 ノ本幹 ハ通 常 内乳動脈 ノ前 方

ラ走行 スルモ ノニ シテCV長 副根 ハ内乳動脈 二

封 スル關係 ハ甚ダ不定 ニ シテ前方 テ走 ル モ ノ後

方 テ走 ルモ ノソノ何 レガ通常 ナル カ決定 ハ困難

ナルガ大罷 二於 テ雨者相牛 ・畝 ル ト見倣 シ得 ベ

シ。 從'ソテCV副 根 テ有 スルモ ノ・約牛数近 ク

ハ本幹 トCV副 根 ト蹄 係 テ形成 シ内乳動脈 テ取

リ巻 ク事 トナル。而 シテ撚 除 ノ際 ノ出血 ハ コ ノ

蹄 係ラ引 キ墾 ゲルタ ノニ起因 スルモ ノト推定 セ

ラル ・ガ、斯 ル解剖學 的所見 二拘 ラズ撚除術實

施 二際 シ内乳動脈 ノ損傷 ノ少 ナキ コ トハ凡 ラク

副根 ガ動脈 壁 ノ厚 サニ比較 シテ細 イタメニ血管

壁 ノ損 傷 セラル ・以前 二剰1裡自身 ガ先 ヅ切 断 セ

ラル ・モ ノナ ラン。 然 ルニ瀞 脛本幹 ノ細 キ場 合

ハ副根 ノ存在 多 ク且 ツ太 キ故 ニ コノ蹄係 モ亦比

較 的彊 ク從 ツテ内乳動脈 ノ損 傷 ノ危瞼 モ輕 視 ス

ル事 ガ出來 ヌ。斯 ル場合ハ余ハ施 術 二際 シ抵 抗

強 ク且 ツ搏動 ノ張 ク感 ズル場合 ハ撚 除 テ追施 セ

ズ根 本的切断 術 ラナ スラ例 トセ リ、

論

ノ存在傘 二就 キテハ必 ズシモ其等 ノ成績 一致 セ

リ ト言 フテ得 で、本幹 ト該 副根 トノ關係 二就 キ

テハ未 ダ詳 細 ナル検査報 告テ聞 カズ。舷 二於 テ

余 ハ屍艦18例 、臨躰例77例 二就 キテ解剖 學的

研 索 テナ シ手術 方法 二封 スル知 見 テ聯 力補遺 セ

ン トシ次 ノ如 キ総括 的結果 テ得 タ リ。

1)皮 膚 切開法 二斜 切開 ト横切 開 トアリ前 者 ハ
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手術操作 二便 ナ レ ド大 ナル痕跡 ラ残 スニ封 シ後

者 ハ美容 一ヒ優 リ且 ツ手 術操作 モ必 ズ シモ不 便 ナ

ラズ。

2)横 隔膜紳経 ハ通常C皿 乃至CVヨ リ紳縄根 テ

受 クルモ ノー シテCVヨ リ根 テ受 クルモ ノ最 モ

多 ク、而 シテ 本幹 ラナ ーへ瀞 経根 ハCIV最 モ多

シ 。

3)横 隔 膜紳 経 ハ毎常手術野 中正常 ノ位 置即 チ

鎖 骨上縁 上約2.5--3cmノ 高 サ ニ於 テ前斜 角筋

前 面中央 テ斜 走 ス ルモ ノナ レド稀 レニ外側或 ハ

内側 二轄位 シテ 牛ル事 ガ アル。前 者 ノ場合 ハCV

ラ充分 探求 スル事 ガ必要 デ アリ,後 者 ノ場合 ハ

CV副 根 ガ厘k正 常 位 ラ 走行 シ本幹 ト誤 ラ レル

事 ガ アルカ ラ注意 テ要 ス。

4)上 行頸動脈 ハ毎常横隔膜祠1経 ノ内側 テコレ

=併 行)テ 上行 スルガ故 二祠1経探求 ノ標 示 トナ

ルモ ノナ レ ド異常例 トシテ該紳経 ノ雨側 テ上行

スルニ條 ノ血管 ヨリ成 ル場合 アリ。

5)横 隔膜1神経 ハ頸椎紳脛根以外 二交感紳経 或

ハ舌下紳経 ヨリ連合綜 ラ受 クル事 ガ アル。交 感

紳経 副根 ハ本幹撚除 二際 シ最初 二内側 二向 ツテ

細 キ示巾脛綜 トシテ現 レ過牛撒 二於 テ其 ノ存在 テ

見 ル。

6)横 隔膜紳維 ガ受 クル副根 中最 モ多 ク且 ツ密

接 ナル關係 ラ有 スル ハCV副 根 所謂Nebenphr-

enicusニ シテ之 二CVヨ リ濁 立的 二起 始 スルCV

長 根 ト鎖骨 下神経 ト共 同起始 テナ ス鎖 骨下神経

根 トア リ。其 レ等CV副 根 ノ存在 ハ異 常 ト兄 ル

ヨ リ寧 ロ正常 ト見 ・レ可 キデ ア'・テ其 ノ頻 度 ハ約

80/5ナ リ。

7)横 隔 膜剃1維 卜CV副 根 トノ連合 ハ前斜 角筋

内豫 ヨ リ第 一肋骨下豫 二至 ル迄 ノ間 二存在 スル

モ ノー シテ第一・肋骨上縁 ノF付近 二存 在 スルモ ノ

最 モ多 シ。即 チ本幹 ノ頸 惟紳経 ヨ リ起女台シテカ

ラ連合鮎迄 ノ距離 ハ65-10.4cm李 均8・7cm

ナ リ。 故 一10cm以 上 紳経撚除 セバ該副根 ・・絡

テ除去 セ ラル ・故横隔膜坤経作用除去 ノ目的 ハ

完全 二達 セ ラル。

8/横 隔膜紳経 本幹 ガ正常位 ニアル時 ハCV副

根 ノ存在 ハ約80%テ 算 シ、外側轄位 ノ場合ハ之

ヨリ低率 テ示 スニ封 シ内側韓位 ノ場合ハ殆 ン ド

毎常存在ス。又本幹 ノ太キ場合ハ該副根 ノ存在

比較的少ナク、木幹 ノ細キ場合ハ副根 ノ存在ス

ル事多シ。從 ツテ本幹 ノ手術野二於 ケル位置及

太 サニヨリ豫 メCV副 根 ノ存否 テ推知 シ得 ラ

ノレo

第2圖

Topographyofphrenicnerve.(Surgeryof

thechest;byGeorgeF.Straub)

A二Post.borderofSternocleidomastoid.

B:Omohyoid。

a:carotid.

ぐ:eXternalIUgUlar.

f.d.cerviしalascend.

h:a.transversascapul.

2.descend.hypoglossus.

3.Ansahypogloss.

5.subclav.

C:Sualenus.

b:internaljugular.

d,e:subclavianvessels.

9:a.cervicalsuperfie.

i:a.tranSversaCOIIi.

2.Vagus.

4.Phrenic.

6.Var:ation.

9)概 隔膜紳経 ノ長 サバ通常 日本成人 二於 テハ

30cm以 上 アリ。而 シテ紳経全長撚除ハ本幹太

ク副根ナク且 ツ病症輕度ノ場合ハ可能ナ レド、

之一反 シ神脛細 ク從 ツテ副根存 シ且 ツ病症高度

ニシテ胸腔内癒著甚ダ シキ場合ハ難 シ。斯 ク全

長撚除不可能 ニシテ中途離断 λル位置ハ本幹 ト

副根 トノ連合鮎 二於 テ最 モ多 ク其 ノ他癒著及紳

経自己ノ病的慶化テナセル部 ナリ。然 リト難 モ

副根テ完全二切除 セバ撚除 セシ紳経 ノ長 サ如何
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二拘 ラズ手術的敷果 ハ得 ラル ・モ ノナ リ
。

10)CV副 根 ガ鎖骨下静脈 ノ後 方 テ経 過 スル事

ア リ、前方 テ通 ル事 アリ、或 ハ稀 レニ之 テ貫通

スル事 ア リ。前 方 テ経 過 スル際 ハ本幹 ト蹄 係 テ

形成 シ該 血管 テ取巻 ク事 トナ リ血管 テ貫通 スル

場合 ト共 二撚除 二際 シ注意 セヌ ト出血 ノ危瞼 ガ

アル。
.

11)鉱 二於 テ余 ハ次 ノ 如 キ方針 二從 ツテ手 術

テナ ステ例 トセ リ.即 チ鎖骨上縁上2・5一 ㌃cm

ノ位 置 二於 テ横切 開(約2.5cm)ヲ ナ シ前斜 角筋

上 二横 隔膜紳 経 テ探求 シ其 ノ起始近 クニ於 テ之

テ切断 シ副根 アラバ之 テ切除 シ出來得 レバ紳経

全長撚除 テナス。胸膣内癒著 ノタメ切除不可能

ナル時ハ出來ル丈紳経 テ引出シテ之 テ切断 シ、

撚除セシ神纏 ノ長サ10cm以 上ナル時ハ之 一テ

術ラ終 フモ10cm以 下 ノ場合ハ更二CV二 於 テ

CV副 根 ノ起始ヲ求メとテ切除 スルヲ例 トセリ。

稿 ラ終ルニ當 リ主任高橋教授及河合助教授 ノ御

指導御校正二封 シ満腔 ノ謝意 テ表 シ併セテ種々

ノ便宜ヲ賜 リシ解剖學教授室小池敦授拉常教室

員一同二封 シ深 ク感謝 ノ意 テ表 ス。
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